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５月１日現在

人 の う ご き

　５月₁₉日、指宿スポーツフェスタ第₂₈回指宿トラ
イアスロン大会が市民会館周辺を会場に開催されま
した。選手たちは降りしきる雨の中、スイム、バイ
ク、ランに挑戦。体力の限界に挑む選手たちに沿道
からは、家族やボランティアをはじめ、市民らが熱
い声援を送りました。

鉄 人が指宿路を疾走
指宿トライアスロン大会が開催

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　42,856 人　 （＋ 105）
　男　　19,564 人　 （＋  33）
　女　　23,292 人　 （＋  72）
世帯数　19,155 戸　 （＋  85）

　 水道工事当番店

指宿地域
６月１日  ㈱後迫組　　 ☎㉕3111
　　２日～８日 ㈲指宿工業所 ☎㉒3530
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒5182）
　　９日～₁₅日 ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　₁₆日～₂₂日 ㈲丸山水道工務店☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　₂₃日～₂₉日 ㈱福尚　　　 ☎㉒4529
　　₃₀日～７月６日 ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　 （夜・休☎090-8763-0866）

山川地域
６月  ㈱福ヶ迫建設 ☎㉞1822
７月  西設備　　　 ☎㉞1176

開聞地域 
６月  ㈲中村組　　 ☎㉜2228
７月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まりなどは、なじみの工事店にお願いしてく
ださい。また、宅地内の漏水についてもできる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

税の種類 期　　別
市 県 民 税 全期・１期

口 座 振 替 日 ６月25日（水）

納付書での納期限 ６月30日（月）

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日

６月１日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】南記念クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉓3730

６月８日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】伊藤記念病院

☎㉒2710
☎㉔4466

６月₁₅日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】外村クリニック（※）

☎㉟2148
☎㉔3770

６月₂₂日
（日）

【外科】木之下クリニック
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

６月₂₉日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】肥後病院（※）

☎㉒3059
☎㉒4148

７月６日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】濱田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

項目 薬局名 電話番号月日

６月１日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ゆのさと薬局

☎㉒6343
☎㉒6771

６月８日
（日） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

６月₁₅日
（日） グリーンティ調剤薬局 ☎㉗4747

６月₂₂日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

６月₂₉日
（日） チェリー調剤薬局 ☎㉔3705

７月６日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343
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鉄人たちの熱き挑戦
指宿スポーツフェスタ第28回
指宿トライアスロン大会

　

５
月
18
日
、
指
宿
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
タ
第
28
回
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
が
市
民
会
館
周
辺
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
上
級
者
向
け
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
コ
ー
ス

（
ス
イ
ム
１
・
５
㎞
、
バ
イ
ク
40

㎞
、
ラ
ン
10
㎞
）
に
個
人
３
９
０

人
、
リ
レ
ー
19
組
が
、
初
心
者
入

門
・
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
（
ス
イ
ム

０
・
４
㎞
、
バ
イ
ク
16
㎞
、
ラ
ン

４
・
２
㎞
）
に
個
人
79
人
、
リ
レ

ー
12
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鉄
人
た
ち
は
、
降
り
し
き
る
雨

に
も
負
け
ず
ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
、

ラ
ン
の
過
酷
な
レ
ー
ス
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
市
内
の
中
高
生
な
ど
約

１
２
０
人
が
参
加
。
体
力
の
限
界

に
挑
む
選
手
た
ち
に
、
沿
道
か
ら

熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

ナンバーを記入するボランティア

一斉にスタートする選手たち最後の力を振り絞って

必死にペダルを踏み込む

沿道の温かい声援

選手とハイタッチお水をどうぞ感動のゴール前
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
頭
数
が
日
本

で
一
番
多
い
鹿
児
島
県
。
平
成
25

年
度
は
本
市
で
も
、
61
回
の
上
陸

と
27
回
の
産
卵
を
確
認
し
て
い
ま

す
。ウ

ミ
ガ
メ
を
守
る
た
め
に
は
、

海
だ
け
で
な
く
、
砂
浜
の
環
境
も

守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

母
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵

し
、
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
が
無
事
に

海
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

次
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
海
岸
で
む
や
み
に
ラ
イ
ト
を
つ

け
な
い

②
暗
く
な
っ
た
海
岸
で
は
む
や
み

に
歩
か
な
い
︑
騒
が
な
い

③
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
ら
な
い

④
海
岸
に
ご
み
を
捨
て
な
い

⑤
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
消
さ
な
い

※
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
見
つ
け
た

と
き
は
︑
消
さ
ず
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
︒

市
で
は
、
５
つ
の
基
本
目
標
の

達
成
に
向
け
て
74
の
個
別
施
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

の
個
別
施
策
の
実
施
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
（
表
１
）。

○
ご
み
の
減
量
化

ご
み
減
量
・
資
源
化
住
民
説
明

会
の
開
催
や
広
報
紙
な
ど
を
通

じ
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
補
助
や
廃
棄
物
監
視
指
導
員

を
配
置
し
、
分
別
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

○
地
球
温
暖
化
対
策

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
努
め
、

電
気
使
用
量
は
、
平
成
18
年
度

と
比
べ
、
25
・
９
％
削
減
し
ま

し
た
（
表
２
）。

市
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
策

定
し
た
「
指
宿
市
環
境
基
本
計
画
」

に
沿
っ
て
、
望
ま
し
い
環
境
像
で

あ
る
「
環
境
と
循
環
の
環
で
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち　

い
ぶ
す
き
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

各
分
野
に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ご
み
分
別
説
明
な
ど
の
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
３
）

主
な
取
り
組
み
内
容

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展

お
知
ら
せ
し
ま
す

指
宿
市
環
境
基
本
計
画
の

取
り
組
み
状
況

今
年
度
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
環
境
月
間
に
併
せ
て

市
民
の
皆
さ
ん
が
指
宿
の
環
境
を

知
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

■
場
所　

指
宿
庁
舎
ロ
ビ
ー

■
期
間　

６
月
２
日（
月
）～
27
日

　
（
金
）

■
展
示
内
容

○
ご
み
分
別
方
法

○
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
製
造
方
法

○
省
エ
ネ
取
り
組
み
方
法　

な
ど

環境月間

６月は

環境月間環境月間

　
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
抑

え
る
た
め
、
ご
み
の
分
別
の
推
進

や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
本
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《５つの基本目標》
１　豊かな自然や歴史文化を育むまち
２　健康で安心して暮らせる快適なまち
３　ごみを減らし、資源循環型社会を目指す
まち
４　地球環境の保全に積極的に取り組むまち
５　協働で環境保全への取り組みを実践する
まち

取
り
組
み
の
状
況

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う

目標に対する取り組み状況 項目数
①達成しているもの 42

②一部未達成のもの 21

③未達成のもの 9

④実施対象年でないもの 2

計 74

【表１】個別施策の取り組み状況

【表２】指宿市役所電気使用量・使用料金
電気使用量　（kwh） 使用料金（円）

18年度 25年度 比較 18年度 25年度 比較

指宿庁舎 622,515 532,149 △14.5％ 12,455,062 13,039,187 584,125

山川庁舎 107,342 39,066 △63.6％ 2,631,541 1,122,047 △ 1,509,494

開聞庁舎 102,373 45,390 △55.7％ 2,717,658 1,082,994 △ 1,634,664

合　　計 832,230 616,605 △25.9％ 17,804,261 15,244,228 △ 2,560,033
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■
対
象　

平
成
26
年
度
分
市
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人

※
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給

者
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
円

※
対
象
者
の
う
ち
、
老
齢
基
礎
年

金
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
一
定

の
年
金
や
手
当
の
受
給
者
は
、

１
人
に
つ
き
５
千
円
を
加
算
。

■
そ
の
他

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
を
理

由
に
避
難
し
て
い
る
人
で
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
事
前

の
申
し
出
に
よ
り
、
現
在
住
ん

で
い
る
市
町
村
で
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象

①
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

受
給
者
（
特
例
給
付
を
含
む
）

②
平
成
25
年
分
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
に
満
た
な
い
人

■
対
象
児
童

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
対
象

と
な
る
児
童

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
や

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
除
く
。

■
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ

き
１
万
円

申
請
方
法　

給
付
金
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
６
月

下
旬
か
ら
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
、
児
童
手
当
受
給
証

明
書
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
臨
時
福
祉
給
付
金

地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

対象者診断フローチャート

平成26年度分の
市民税は課税さ
れていますか。

いいえ

はい

いいえ

はい

はい はい

はい

平成26年１月分児童手当
（特例給付）を受給して
いますか。

対象ではありません。

※基準日は、平成26年１月１日になります。

平成25年度の所得は限
度額以下（表を参照）
ですか。

平成26年度分の市民税が
課税されている人に生活
の面倒を見てもらってい
ますか。

加算対象の基礎
年金・児童扶養
手当などを受給
していますか。

臨時福祉給付金の給付
対象者となる可能性が
あります。（１万円）

臨時福祉給付金

臨時福祉給付金の給付
対象者となる可能性が
あります。（１万５千円）

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給
付金の給付対象者とな
る可能性があります。

子育て世帯
臨時特例給付金

いいえ

いいえ

いいえ
STARTSTART

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金

　４月から消費税率が８％に引き上げられたことに伴い、所得の低い人や、子育て世帯に対する影響緩和策と
して、「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」を給付します。平成26年１月１日時点において住所を有
する市町村で申請することができます。申請期間は、７月１日から10月１日までとなっています。

臨 時 福 祉 給 付 金
を給付します

子育て世帯臨時特例給付金

申請受付は
７月から

扶養親族
などの数

限度額目安
（給与収入ベース）

１人 875万6千円

２人 917万8千円

３人 960万円

【表】児童手当の所得制限限度額

第
１
次
試
験

■
期
日　

７
月
27
日（
日
）

■
場
所　

指
宿
市
役
所
指
宿
庁
舎

　

３
階
大
会
議
室

第
２
次
試
験

■
期
日　

８
月
24
日（
日
）（
予
定
）

■
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
方
法

　

６
月
２
日（
月
）～
16
日（
月
）の
土
・
日

を
除
き
、
持
参
ま
た
は
郵
送
（
６
月
16

日
の
消
印
有
効
）
で
提
出

■
受
験
申
込
書
の
請
求

直
接
取
り
に
来
る
か
、
郵
便
請
求
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角

形
２
号
）
を
同
封
の
上
、
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
そ
の
他

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
お
よ
び
一
般
事

務
職
な
ど
に
係
る
採
用
試
験
は
、
９
月

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１
︲
０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
総
務
課
人
事
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
）

市
で
は
、「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食
と
健
康
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
の
も
と
、
誰
も
が
豊
か

で
住
み
や
す
く
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
と
も
に
知
恵
を
絞
り
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

職　種 採  用
人  員

試験学歴
区　　分 受　験　資　格

一般行政職
（土木技術事務職）

若干名

大学卒業 　昭和55年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人で、土木技術の専
門課程を修了した人または平成27年３月までに履修見込みの人

短大卒業 　昭和55年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、土木技術の専
門課程を修了した人または平成27年３月までに履修見込みの人

高校卒業 　昭和55年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、土木技術の専
門課程を修了した人

一般行政職
（農業技術事務職）

若干名

大学卒業 　昭和55年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人で、農業技術の専
門課程を修了した人または平成27年３月までに履修見込みの人

短大卒業 　昭和55年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人で、農業技術の専
門課程を修了した人または平成27年３月までに履修見込みの人

高校卒業 　昭和55年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人で、農業技術の専
門課程を修了した人

※受験申し込みは、１職種に限ります。受験申込提出後の職種変更は認められません。
※最終学歴（卒業見込みを含む）以外での受験はできません（例：大学卒業者や大学在学中の人は、短大卒業区分および高校卒業区

分での受験はできません）。
※詳しくは、受験案内を確認してください。

市
で
は
、「
豊
か
な
資
源
が
織
り
な
す
食
と
健
康
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

〜
市
職
員
の
採
用
試
験
〜

〜
市
職
員
の
採
用
試
験
〜

あ
な
た
の
熱
意
を
市
の
た
め
に
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平屋建て２LDK
　建築面積　  79.42㎡　　
　床 面 積　  77.61㎡（23.43坪）

区画番号 101
　土地面積　250.83㎡（75.87坪）

区画番号 207
　土地面積　258.21㎡（78.10坪）

※図面はいずれも基本プランです。予算に応じて変更（フリープラン）も可能です。相談してください。

　土地面積　299.46㎡（90.59坪）
　建築面積　  41.40㎡
　延床面積　  79.49㎡（24.09坪）

２階建て２LDK
区画番号303

３ 特別価格で分譲中先着順
区画を

1,680万円

1,580万円

1,590万円

（消費税込み）

（消費税込み）

（消費税込み）

宅地分譲キャンペーン

２Ｆ

１Ｆ

現地

指宿脳神経
外科

指宿警察署

ふれあい
プラザ
なのはな館指宿市役所

平屋建てのみの区画

※フリー区画は指定業者を問わず建設可能です。　

２階建住宅が可能な区画

フリー区画※

107

104

108

103

109

101

済

済

済
済

済
済

済

済

204
203

207

202201

304303301
305

105

公園緑地

指宿脳神経
外科

指宿脳神経
外科

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

いわもと耳鼻咽喉科
クリニック

至なのはな館

至市役所方面

北
町
通
線

①安全・安心な土地造成工事を施工済み
②市の温泉管を敷地内に引き込み済み
③市の水道管・下水道管を敷地内に引き込み済み
④下水道受益者負担金を納入済み
⑤近隣には、スーパーやコンビニ、家電量販店やホームセンターを
はじめ、万一のときの医療機関など、生活に便利な施設が充実

団地のポイント
　

市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
６
月

２
日（
月
）か
ら
８
月
29
日（
金
）ま

で
の
期
間
、
い
ぶ
す
き
菜
の
花
団

地
の
区
画
番
号
１
０
１
と
２
０
７
、

３
０
３
の
３
区
画
に
つ
い
て
、
建

物
建
設
費
込
み
の
宅
地
分
譲
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
込
日
か
ら
30
日
以

内
に
ご
成
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
工
業
者
は
、
市
土
地

開
発
公
社
が
指
定
す
る
中
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
期
間
中
は
、
そ
の
他
の
区

画
に
つ
い
て
も
、
通
常
よ
り
割
引

価
格
で
分
譲
し
ま
す
。
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
、
お
見
逃
し
な
く
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
土
地
開
発
公
社
（
財
政
課
財

産
契
約
係
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
４
９
）

いぶすき菜の花団地
宅地分譲キャンペーン

～好評につき今年も行います～

業者名 代表者 電話番号 業者名 代表者 電話番号

  ㈲阿萬建設 物袋　正次 ㉜3587   ㈲田原迫建設 田原迫道雄 ㉕4574

  指宿湊建設㈱ 樋園　秀吉 ㉒2075   ㈱常盤建設 尾辻　義治 ㉟0872

  興南建設㈱ 濵田　信行 ㉒3527   ㈱福尚 福永　昭一 ㉒4529

  迫田建設㈱ 迫田　順一 ㉒3326   ㈱堀之内商会 堀之内　茂 ㉕3122

  ㈲髙吉建設 髙吉　和人 ㉓3670

市土地開発公社指定業者

6/2（月）
 ～8/29（金）
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※１　第３段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が120万円以下の人の保険料額は36,800円（基準額×0.7）です。
※２　第４段階のうち、本人の課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下の人の保険料額は47,300円（基準額×0.9）です。

あなたは生活保護を受給
していますか？

は　い いいえ

第１段階
基準額×0.5

第２段階
基準額×0.5

第３段階 
基準額×0.75

第４段階 
基準額

または
基準額×0.9

※2※１ 第５段階
基準額×1.25

第６段階
基準額×1.5

26,200円 26,200円 39,400円 52,500円

47,300円
または

基準額×0.7
36,800円

65,700円 78,800円

あなたは、前年の課税年金収入額＋合計
所得金額が80万円以下でしたか？

あなたは、前年の合計所得金額が
190万円以上でしたか？

65歳以上の人の介護保険料
は次のようになります。

生活保護受給者お
よび老齢福祉年金
受給者で世帯全員
が市民税非課税の
人

世帯全員が市民税
非課税で、本人の
課税年金収入額＋
合計所得金額が80
万円以下の人 世帯全員が市民税

非課税で、第２段
階に該当しない人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円未満の
人

本人が市民税課税
で、合計所得金額
が190万円以上の
人

世帯員に市民税が課
税されているが、本人
は市民税非課税の人

あなたは、老齢福祉年金
を受給していますか？

は　い

は　い は　い

いいえ

世帯の誰かに市民税が課
税されていますか？

は　いいいえ

あなたは、市民税が課税
されていますか？

は　いいいえ

いいえいいえ

STARTSTART

　

保
険
税
（
料
）
の
納
付
に
は
、
普
通
徴

収
と
特
別
徴
収
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
︵
納
付
書
・
口
座
振
替
︶

　

納
期
限
は
、
納
付
月
の
末
日
で
す
。
口

座
振
替
の
場
合
は
、
納
付
月
の
25
日
に
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
︵
年
金
引
き
︶

■
対
象
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
額
が
年
18
万
円

以
上

②
保
険
税
（
料
）
額
（
国
保
・
後
期
の
場

合
は
、
介
護
保
険
料
と
の
合
計
）
が
対

象
年
金
額
の
２
分
の
１
以
下

※
国
保
税
は
①
、
②
の
要
件
に
加
え

③
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

④
国
保
加
入
者
全
員
が
65
～
74
歳
で
あ
る

こ
と

■
納
付　

平
成
24
年
中
の
所
得
で
仮
計
算

し
た
額
の
６
分
の
１
（
仮
徴
収
額
）
を

３
回
、
今
回
決
定
し
た
額
か
ら
仮
徴
収

額
を
引
い
た
額
（
本
徴
収
額
）
を
３
回

に
分
け
て
年
金
引
き
。

減
免
に
つ
い
て

　

災
害
な
ど
で
甚
大
な
損
害
を
受
け
た
人

や
、
特
別
な
事
情
で
保
険
税
（
料
）
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
税
（
料
）
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
に
は
非
自
発
的
失
業
者

に
対
す
る
軽
減
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　介護保険制度は、住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らせるように、また介護が必要になっても安心して
自立した生活を送れるように、社会全体で支えていく制度です。
　65歳以上の人の介護保険料は、介護サービスにかかる費用を賄えるように算出され、３年ごとに見直されます
（サービス費用の約21％が65歳以上の皆さんの保険料によって賄われています）。
　介護保険料は世帯全員の課税状況や本人の年金収入額・合計所得金額によって決定されます。平成26年度の基
準額は、平成25年度と同額の52,500円（月額4,381円）です。

介護保険料
あなたの保険料はいくら？

保
険
税︵
料
︶の
納
付
方
法

　
　
　
と
減
免
に
つ
い
て

〇
世
帯
の
加
入
者
の
中
に
未
申
告
者
が
い

る
場
合
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
軽
減
判
定
に
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
み
ま
す
。

〇
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し

た
人
の
人
数
や
所
得
も
含
め
ま
す
。

　

次
の
場
合
、
国
保
税
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
税
額
は
月
割
で
計
算
）。

〇
社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入
・
離
脱
に
よ

り
、
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
出
生
・
死
亡
や
世
帯
合
併
・
分
離
な
ど

で
、
資
格
を
取
得
・
喪
失
し
た
と
き
。

〇
修
正
申
告
な
ど
に
よ
る
所
得
額
変
更
や
、

固
定
資
産
税
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

〇
40
歳
に
な
り
介
護
分
保
険
税
に
該
当
し

た
と
き
。

※
国
保
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
や
介
護

分
の
該
当
に
な
っ
た
と
き
は
そ
の
取
得

月
か
ら
、
ま
た
、
国
保
を
離
脱
し
た
と

き
は
離
脱
し
た
月
の
前
月
ま
で
で
月
割

計
算
し
ま
す
。

な
お
、
年
度
中
に
65
歳
に
な
る
人
（
介

護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
介
護

保
険
制
度
に
加
入
）
の
介
護
分
保
険
税

や
、
75
歳
に
な
る
人
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
）
の
国
保
税
は
、
あ
ら

か
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
加
入
月
の
前

月
ま
で
の
月
割
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
税
限
度
額
の
変
更
と

軽
減
対
象
の
拡
大

国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
が
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
、
国
の

社
会
保
障
制
度
の
一
環
で
す
。

　

今
回
、
国
の
税
制
改
革
に
伴
い
、
市
の

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
お
よ
び
介
護
納 

付
金
分
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

○
軽
減
判
定
基
準
の
一
部
緩
和

　

国
保
税
は
世
帯
単
位
で
計
算
さ
れ
、
納

税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
税
額
を
７
月
に
決
定
し
ま

す
。

　

国
保
税
は
、
医
療
費
を
賄
う
「
医
療
分

保
険
税
」、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源

と
な
る
「
支
援
分
保
険
税
」、介
護
保
険
制

度
の
財
源
と
な
る
「
介
護
分
保
険
税
（
40

～
64
歳
）」を
、
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等

割
・
平
等
割
の
項
目
ご
と
に
計
算
し
、
そ

れ
ら
の
合
計
額
を
１
年
間
の
国
保
税
額
と

し
て
い
ま
す
。

　

世
帯
の
総
所
得

が
一
定
額
以
下
の

場
合
は
、
均
等
割

額
と
平
等
割
額
を

７
割
・
５
割
・
２

割
軽
減
し
ま
す
。

　

今
回
、
軽
減
判

定
基
準
が
変
更
さ

れ
、
５
割
・
２
割

軽
減
の
対
象
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

国民健康保険税
医療分保険税 支援分保険税 介護分保険税
負担項目など 負担項目など 負担項目など

所得割 7.90％ 所得割 2.00％ 所得割 1.90％
資産割 19.50％ 資産割 5.50％ 資産割 6.00％
均等割 23,700円 均等割 6,700円 均等割 8,000円
平等割 22,700円 平等割 5,700円 平等割 4,400円

課税限度額 課税限度額 課税限度額
51万円 16万円（２万円増） 14万円（２万円増）

１年間の国保税額＝医療分保険税＋支援分保険税＋介護分保険税
※赤字は変更箇所。（　）書きは前年度との比較。

〔各項目の計算方法〕
所得割：（平成25年中所得－33万円）×税率
資産割：平成26年度固定資産税×税率
均等割：国保加入者１人当たり　平等割：１世帯当たり
※介護分保険税は、40～64歳の人

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

国
保
税
の
変
更

軽
減
に
お
け
る
注
意
事
項

国
保
税
の
税
率
と
計
算

改
正
内
容

健
康
が
一
番
！

　
で
も
備
え
は
大
切

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

軽減割合 所　得　基　準
（世帯主と加入者の合計所得）

７割軽減 ₃₃万円以下

５割軽減 ₃₃万円＋₂₄．₅万円
×被保険者数以下

２割軽減 ₃₃万円＋₄₅万円
×被保険者数以下

※赤字は変更箇所。
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■市・県民税がかかる人
その年の１月１日現在、指宿市に住所のある人で、
前年に一定額以上の所得（扶養する人数によって
額は変動）がある人。

■市・県民税がかからない人
①生活保護を受けている人。
②前年の合計所得金額が28万円（給与収入で93万
円）以下の人。ただし、障害者、未成年者、寡婦
（夫）の場合は、合計所得金額が125万円（給与
収入で204万４千円）以下の人。

■市・県民税の内訳
市・県民税は、課税される人に一律にかかる「均
等割額」と所得に応じて課税される「所得割額」
の合計額です。また、均等割額については、平成
26年度から防災施策の財源として1,000円が加算さ
れています。
①均等割額　3,500円（市民税）＋2,000円（県民税）

＝5,500円（均等割）が一律に課税されます。
②所得割額　所得から扶養控除などの各種控除を

差し引いた残りの額に、10％（市民税６％、県
民税４％）を乗じた額が課税されます。

■納付の方法
納める人の状態によって次のいずれかの方法にな
ります。
①普通徴収　市からの納付書や口座振替により、

直接納付します。
②特別徴収　勤務先の事業所などが、それぞれの

年税額を毎月の給料から差し引いて納付します。
また、65歳以上で公的年金などに市・県民税が
かかる人は、年金額から差し引いて納付します。

■納付月と納付額（例：年税額が６万円の場合）

便利で安心な口座振替で
　便利で安心な口座振替にしてみませんか。「金融
機関が遠い」「納めに行く時間がない」「ついうっか
り納めるのを忘れていた」など納税に対する不便
は、口座振替にすることで解消されます。
　口座振替は、市内各金融機関で申し込みできま
す。
　各金融機関に設置してある口座振替依頼書を記
入の上、納税通知書・通帳・届出印を持参して手
続きをしてください。
取り扱い金融機関

いぶすき農業協同組合、鹿児島銀行、南日本銀
行、鹿児島相互信用金庫、鹿児島信用金庫、九
州労働金庫、鹿児島県信用漁業協同組合連合会、
ゆうちょ銀行（郵便局）

口座振替に関する問い合わせ先
　税務課収納対策室　☎㉒2111（内線231）

市・県民税（住民税）は、毎年１月１日現在において居住している市や県に納める税金です。
市県民税は、市が徴収します。 問い合わせ先　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

市・県民税（住民税）の納付が始まります

市税の納付は

納付月 ６月 ８月 11月 １月

納 付 額 １万５千円 １万５千円 １万５千円 １万５千円

納付方法 納付書や口座振替

納付月 ６月～翌年５月の毎月

納 付 額 毎月５千円

納付方法 毎月の給与からの差し引き

月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

納 付 額 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円 １万円

算出方法 前年度２月と同額を徴収
（仮徴収）

年税額の残額を
１／３ずつ徴収

納付方法 年金からの差し引き

月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

納付額 １万５千円 １万５千円 １万円 １万円 １万円

算出方法 年税の 
１/４

年税の 
１/４

年税の 
１/６

年税の 
１/６

年税の 
１/６

納付方法 納付書や口座振替
（普通徴収）

年金からの差し引き
（特別徴収）

（注）公的年金など以外の所得にかかる市・県民税
は、年金からの特別徴収によらず、普通徴収
や給与からの特別徴収により納付します。

普通徴収の人

事業所から特別徴収される人

公的年金などから特別徴収される人
①前年度から継続の人

②今年度から特別徴収される人
※４月１日現在で65歳になった人、前年度に税額変

更などで特別徴収が中止になった人など
　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
税

通
知
書
・
納
付
書
を
次
の
日
程
で
発
送
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

☎
㉒
２
１
１
１

○
国
保
税
・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
保
険
税
係
（
内
線
２
２
４
）

○
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

制
度
に
関
す
る
こ
と

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係
（
内
線
２
８
５
）

○
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係
（
内
線
２
５
３
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の
改
正
に

関
す
る
こ
と

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
２
９

世帯主と被保険者全員の所得合計が
次の金額以下の場合

軽減割合
（軽減後の額）

33万円以下

被保険者全員が年金80万円以下
（その他の所得がない場合）

９割軽減
（5,100円）

上記以外 8.5割軽減
（7,700円）

33万円＋24.5万円×被保険者数 ５割軽減
（25,700円）

33万円＋45万円×被保険者数 ２割軽減
（41,200円）

種　　類 発送予定日
国民健康保険税

７月１日（火）
介護保険料
後期高齢者医療保険料 ７月10日（木）

納入方法／月 ４ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２
特別徴収 △ △ △ ○ ○ ○
普通徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△は仮徴収額、○は本徴収額

決定通知書・納付書発送予定日

納付月

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
加
入

者
（
75
歳
以
上
の
人
お
よ
び
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
）

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

納
付
義
務
者

加
入
者
一
人
ひ
と
り

保
険
料
の
計
算

保
険
料
は
、
平
成
25
年
中
の
所
得
を
基

に
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年

分
を
決
定
し
ま
す
。
内
訳
は
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
と
、

一
人
ひ
と
り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
１
年
間
の
保
険
料
の
限
度
額
は
57

万
円
で
す
。

保
険
料
率
を
改
定

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険
者
の

医
療
費
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年

ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料

率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
）

保
険
料
率
改
定
の
要
因

鹿
児
島
県
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
は
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
全
国

第
８
位
と
高
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も

医
療
費
が
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
る
若
い
世
代
か
ら
の
支
援
金
が
減
少

す
る
こ
と
、
現
行
の
保
険
料
率
だ
と
後

期
高
齢
者
医
療
に
か
か
る
予
算
が
大
幅

な
財
源
不
足
と
な
る
こ
と
な
ど
が
保
険

料
率
改
定
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

所
得
が
33
万
円
を
超
え
、
91
万
円
以
下

の
人
は
、
所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま

す
（
所
得
33
万
円
以
下
の
人
は
所
得
割

額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所

得
合
計
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
均
等

割
額
を
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２

割
の
割
合
で
軽
減
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

軽
減
の
要
件
が
、
一
部
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。（
表
２
）

均等割額の軽減基準 被
用
者
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
の
軽
減

制
度
に
加
入
し
た
と
き
に
、
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
な
ど
）
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
人
は
、
所
得
割
額
を
全
額
、
均
等

割
額
を
９
割
軽
減
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

～
保
険
料
率
の
改
定
と

　
　
　
　
　
軽
減
に
つ
い
て
～

通
知
書
・
納
付
書
を

発
送
し
ま
す

区　　　分
改定後

（改定前）

所得割額 （所得－33万円）
×右の率

9.32％

9.05％

均等割額 被保険者
１人当たり

51,500円

48,500円

賦課限度額
570,000円

550,000円

【表１】【表２】
１年間の保険料＝所得割額＋均等割額

※赤字は変更箇所。
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対 象

○平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳以上の女性のうち、昨年受診
していない人。

※乳がん検診は隔年受診のため、今年受診した人は来年受診
することができません。

※「乳がん検診無料クーポン券」が届いている人には受診票
は発送されません。

※山川地域の人で、今年度の集団検診で乳がん検診を受診し
た人には受診票は発送されません。

自 己 負 担 額

○₄₀～₄₉歳　2,000円
　（視診、触診、マンモグラフィ検査２方向撮影）
○₅₀歳以上　1,500円
　（視診、触診、マンモグラフィ検査１方向撮影）
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。

■平成₂₇年３月₃₁日時点で₇₀歳以上の人
■平成₂₇年３月₃₁日時点で₆₅～₆₉歳の後期高齢者医療保険

証の交付を受けている人
■市民税非課税世帯の人
■生活保護を受けている人

実施医療機関 生駒外科医院、指宿さがら病院、田畑クリニック

健幸ポイント ₃₀ポイント（受診すると自動的にマイレージ制度へ応募した
ことになります。）

大腸がん検診

健康診査（特定・長寿・一般）、肝炎ウイルス検診、乳がん検診、大腸がん検診の受診券の発送月

乳がん検診

対 象
平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳以上の人
※社会保険や共済などの加入者、またその家族のうち、平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳以上の人につ

いては、₁₁月に受診票を発送します。

自 己 負 担 額 500円
※自己負担額が免除になる人は、上記、乳がん検診に同じです。

実施医療機関 ○集団検診　厚生連セット検診（９月中旬）
○個別検診　受診票に記載してある市内指定医療機関

健幸ポイント ₃₀ポイント（受診すると自動的にマイレージ制度へ応募したことになります。）

指宿地域 山川地域 開聞地域

７月
南十町、弥次ヶ湯、田良、南迫田、柳田、高野原、
湯之里、大牟礼西、大牟礼中、大牟礼東、潟口、潟山、
湊上、湊中、湊南、湊北、下門、石嶺、池崎

鰻区、小川区、
岡児ヶ水区、尾下区

荒田、西元、上野東、
上野中、上野西、坂下

昭和₁₄年４～６月生まれの人

８月

二月田、宮、玉利、北十町、迫南、迫中、迫北、
摺ヶ浜南、摺ヶ浜中、摺ヶ浜北、中小路、小田、
片野田、丈六、向吉、下里、国立病院、大渡、堀切園、
仮屋、大迫

大山区、浜児ヶ水区、
利永区

川尻東、松原、鎮守、
川尻中

昭和₁₄年７月生まれの人

９月
道下、道下上、道下東、大園原、中川、大当、宮ヶ浜、
宮ノ前、垂門、狩集、臼山、水迫、永嶺、十石、
外城市、中浜、新永吉

成川区 蛭子、川尻西、川尻上、
川尻北

昭和₁₄年８、₁₁、₁₂月生まれ、昭和₁₅年１～３月生まれの人

10月

上吹越、下吹越、尾掛、久保、木之下、温湯、田之畑、
道上、中福良、五郎ヶ岡、麓上、麓下、上西、上東、
岩本東、岩本中、浜中、浜東、瀬崎、戸迫、小牧東、
小牧中、小牧西、畠久保、烏山、細田東後、細田東前、
細田西、渡瀬、永吉

福元区、町区

苙口、玉井、中組、
東開聞、西開聞、松原田、
脇、塩屋、入野、物袋、
上手、加治、田中、下吉、
谷村

昭和₁₄年９月

11月
昭和₁₄年₁₀月生まれの人
社会保険などに該当する人
　肝炎ウィルス単独検診（₄₀歳以上の節目の人：５歳刻み）
　大腸がん検診

女性は特に
ご注意を！
～悪質なイタズラ電話～
　例年、検診が始まると保健
センターや保健所を名乗り、
電話で問診をするなど悪質な
イタズラ電話の苦情が寄せら
れます。
　保健センターや保健所では、
直接電話で問診を取るような
ことはありません。そのよう
な場合は、即答せずに一度電
話を切り、問い合わせてくだ
さい。

※人間ドックや厚生連セット健診を受診される人への発送はありません。

　

市
で
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

の
予
防
の
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
／
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど

で
腹
回
り
に
脂
肪
が
た
ま
り
、
高

血
糖
や
脂
質
異
常
な
ど
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
す
危
険
性
が
い
く
つ
も

重
な
っ
て
い
る
状
態
）
に
着
目
し

た
健
康
診
査
（
健
診
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
保
険
者
（
保
険

証
の
発
行
者
）
が
実
施
し
て
お
り
、

市
が
実
施
す
る
健
診
の
対
象
者
は
、

国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
証
を
持
つ
人
と
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
で
す
。

ま
た
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
「
特
定

健
診
」、「
長
寿
健
診
」、「
一
般
健

診
」
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
保
険
加
入
者
な
ど

の
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険

者
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
３

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

健診名 特定健診 長寿健診 一般健診

対  象 受診日に国民健康保険に加入し
ている₄₀～₇₄歳 の人

○受診日において₇₅歳以上の人
○₆₅～₇₄歳で後期高齢者医療保

険証を交付されている人

平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳以
上であり生活保護を受けている
人

主な検査項目 服薬歴や喫煙習慣、自覚症状や他覚症状の有無などの問診
身長、体重、腹囲、血圧、肝機能、腎機能、血中脂質、血糖、尿、貧血、心電図などの検査

自 己 負 担 額

1,300円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○平成₂₇年３月₃₁日時点で₆₅歳以上の人
　○市民税非課税世帯の人
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券に記載してある市内指定医療機関

健幸ポイント ₃₀ポイント（受診すると自動的にマイレージ制度へ応募したことになります。）

対 象

○平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳の人
○平成₁₄～₂₅年度中に、Ｂ型・Ｃ型の両方の検査を受けていない₄₁歳以上の人
※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者、生活保護を受けている人については、健康診査の

受診券に記載してあります。
※社会保険や共済などの加入者、またその家族のうち、平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀歳以上の５歳刻

み（₄₀、₄₅、₅₀…）の人については、₁₁月に受診票を発送します。

自 己 負 担 額

1,000円
※次に該当する人は、自己負担額が免除になります。
　○平成₂₇年３月₃₁日時点で₇₀歳以上の人
　○平成₂₇年３月₃₁日時点で₄₀、₄₅、₅₀、₅₅、₆₀、₆₅歳の人
　○平成₂₇年３月₃₁日時点で₆₅～₆₉歳の後期高齢者医療保険証の交付を受けている人
　○平成₂₆年度市民税非課税世帯の人
　○生活保護を受けている人

実施医療機関 受診券・受診票に記載してある市内指定医療機関

各種健（検）診が始まります各種健（検）診が始まります
　市では、７月から来年１月まで、地区ごとに健（検）診月を指定して「健康診査」、「肝炎ウイル
ス検診」、「乳がん検診」、「大腸がん検診」を実施します。対象者へは、実施月ごとに市政事務嘱託
員などを通じて受診券や受診票を配布します。実施月に受診券などが届かなかった人や不明な点が
ある人は、問い合わせてください。

早期発見・早期治療で健康維持
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

メ
タ
ボ
に
着
目
し
た
健
康
診
査

健康診査

肝炎ウイルス検診
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指
宿
は
、
美
し
い
景
観
や
豊
富

な
農
水
産
物
、
世
界
で
も
珍
し
い

砂
む
し
温
泉
な
ど
、
素
晴
ら
し
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
を
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る

「
い
ぶ
す
き
菜
の
花
レ
デ
ィ
」
を

募
集
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
支
度
金

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
に
は
、
支

度
金
１
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

■
賞
金

入
選
者
に
10
万
円
、
ま
た
、
入

選
者
の
紹
介
者
へ
１
万
円
進
呈

し
ま
す
。

■
審
査
と
発
表

７
月
25
日
（
予
定
）
に
私
服
に

よ
る
審
査
会
を
行
い
、
９
月
の

「
指
宿
温
泉
祭
」
に
お
い
て
発

表
し
ま
す
。

■
資
格

市
内
お
よ
び
市
近
郊
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

の
健
康
で
明
る
い
女
性
で
、
約

１
年
間
、
積
極
的
に
活
動
で
き

る
人
。

※
１
日
の
出
務
ご
と
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法

申
込
書
に
、
最
近
撮
影
し
た
全

身
と
上
半
身
の
サ
ー
ビ
ス
版
写

真
を
１
枚
ず
つ
添
え
て
、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
設
置
場
所

○
観
光
課

○
山
川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課

○
市
観
光
協
会

○
Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
構
内
観
光
案
内
所

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
内
の
観

光
案
内
所

■
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
０
５

公
益
社
団
法
人

指
宿
市
観
光
協
会

指
宿
市
湊
２
丁
目
５

－

33

☎
㉒
３
２
５
２

FAX
㉒
３
８
８
４

　

市
と
観
光
関
係
者
で
は
、
平
成

24
年
度
に
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、「
砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
! !

美
来
型
湯
治
場
い
ぶ
す
き
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

指
宿
名
物
の
砂
む
し
は
、
横
に

な
る
体
勢
や
砂
の
重
み
に
よ
り
血

行
が
良
く
な
り
、
通
常
の
温
泉
の

３
～
４
倍
の
効
能
が
あ
る
と
実
証

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
は

も
と
よ
り
海
外
で
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
砂
む
し
に
付
加
価
値
を
つ

け
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

砂
む
し
に
入
浴
し
な
が
ら
、「
海
水

フ
ェ
イ
ス
パ
ッ
ク
」
が
体
験
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

海
水
フ
ェ
イ
ス
パ
ッ
ク
は
、
海

水
や
海
藻
に
含
ま
れ
る
海
洋
ミ
ネ

ラ
ル
や
お
肌
の
保
水
力
を
高
め
る

成
分
が
細
胞
の
働
き
を
活
発
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
身
体
機
能
を
高
め
て

く
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
砂
む
し
に

よ
る
効
能
に
加
え
ス
キ
ン
ケ
ア
も

で
き
る
と
あ
っ
て
、
女
性
は
も
ち

ろ
ん
、
男
性
に
も
非
常
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

砂
む
し
＆
海
水
フ
ェ
イ
ス
パ
ッ

ク
は
、
山
川
砂
む
し
温
泉
「
砂さ

ゆ湯

里り

」（
☎
㉟
２
６
６
９
）
と
指
宿
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
（
☎
㉓
４
１

１
１
）
で
体
験
で
き
ま
す
。
き
っ

と
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
体
験
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
各
施
設
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
企
画
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

 

砂
む
し
に
海
水
フェ
イ
ス
パッ
ク
を
＋プ

ラ
ス

36

指宿の魅力を全国へ

いぶすき菜の花レディ募集

JR開聞駅

226

242

241

243

242

0㎞

2.2㎞

243

3.2㎞

レジャーセンター
かいもん

開聞山麓香料園

11㎞

12.6㎞

枚聞神社

28

JR東開聞駅

7.4㎞

開聞岳▲
（標高924m）

フラワー
パーク
かごしま

0 250 500 1,000m

指宿・開聞コース

5.6㎞

JR西大山駅

川尻海岸

Ibusuki-Kaimon course

松林

鏡池
241

指宿
市役所
開聞庁舎

長崎鼻

28

西大山駅前
観光案内所

九州オルレ

平成26年５月１日現在

オ
ル
レ
と
は

韓
国
・
済チ

ェ
ジ
ュ州
島
発
祥
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
総
称
で
、
も
と
も
と
は
、「
通

り
か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い
路
地
」
と
い

う
意
味
で
す
。
九
州
内
で
は
、
12
の
コ

ー
ス
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
健
康
型
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
24
年
か
ら
「
九

州
オ
ル
レ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ー
ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

指
宿
・
開
聞
コ
ー
ス
は
12
コ
ー
ス
中
、

最
も
距
離
が
長
く
体
力
や
時
間
が
か
か

る
こ
と
、
ま
た
、
長
崎
鼻
海
岸
が
台
風

で
浸
食
さ
れ
、
通
行
止
め
が
続
い
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
コ
ー
ス
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
新
し
い
コ
ー
ス
は
、
５

月
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
コ
ー
ス
の
概
要

Ｊ
Ｒ
西
大
山
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
岡
児

个
水
の
松
林
や
川
尻
海
岸
、
鏡
池
、
枚

聞
神
社
な
ど
の
名
所
を
巡
る
コ
ー
ス
で

す
。
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
楽
し
み
な

が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
距
離　

12
・
９
㎞

○
所
要
時
間　

約
３
～
４
時
間

○
難
易
度　

初
級

あ
な
た
も
歩
い
て
み
よ
う

オ
ル
レ
は
コ
ー
ス
に
左
の
よ
う
な
リ
ボ

ン
や
矢
印
な
ど
の
目
印
が
あ
り
ま
す
。

緑
や
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
な
た
も

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

カンセ
　済州島に生息する野生馬（カ
ンセ）をモチーフにした標識。
頭の方向が進行方向を指します。
（西大山駅出発の場合）

問い合わせ先　観光課観光管理係　☎㉒2111（内線322）

木製の矢印
　青がスタート（西大山駅）か
ら、赤がゴール（開聞駅）から
出発した時の進行方向を指しま
す。

リボン
　コース沿いの目印。赤と青の
リボンが、₅₀～100ｍ置きに結
び付けられています。

九
州
オ
ル
レ

指
宿
・開
聞
コ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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江
戸
時
代
、
本
市
に
は
濵
﨑
太

平
次
や
河
野
覚
兵
衛
ら
の
海
運
業

を
営
む
商
人
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
琉
球
や
南
西
諸
島
か
ら

コ
ン
ブ
や
干
し
あ
わ
び
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
品
々
を
、
山
川
港
を
通
し

て
薩
摩
藩
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
品
物
の
一
つ
に
「
琉
球
漆
器
」

が
あ
り
ま
す
。

　

琉
球
漆
器
は
、
琉
球
王
国
が
、

中
国
（
当
時
は
清
）
と
の
交
易
に

よ
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
琉

球
史
の
研
究
者
に
よ
る
と
、
琉
球

漆
器
は
、
鎌
倉
時
代
の
13
～
14
世

紀
ご
ろ
に
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
温
と
湿
度
が
高
い
琉
球
の
気

デ
ラ
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
在
残
っ
て
い
る

一
部
の
外
輪
山
は
次
の
場
所
で
す
。

①
魚
見
岳
の
南
側
の
が
け
面
（
市

営
野
球
場
側
）

②
鬼お

ん
か
ど
び
ら

門
平
の
東
半
分
の
が
け
面（
下

　

門
集
落
～
池
田
小
学
校
の
北
側
）

③
鬼
門
平
の
西
半
分
の
が
け
面（
唐

　

船
峡
そ
う
め
ん
流
し
西
側
）

　

い
ず
れ
も
１
２
０
ｍ
か
ら
３
０

０
ｍ
の
切
り
立
っ
た
岩
肌
の
が
け

面
で
す
。
こ
れ
ら
は
約
10
万
年
前

の
超
巨
大
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

火
山
の
中
心
部
分
が
陥
没
し
た
際

に
残
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
②
か
ら
③
に
か
け
て
は
、

「
鬼
門
平
断
層
崖
」
と
い
わ
れ
、

延
長
は
約
12
㎞
も
あ
り
ま
す
。

　

阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
を
見

る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
超
巨
大
火

山
の
噴
火
で
で
き
た
く
ぼ
み
の
中

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
指
宿
市
は
、
今

か
ら
約
10
万
年
前
の
超
巨
大
火
山

の
噴
火
で
で
き
た
、
す
り
鉢
状
の

く
ぼ
み
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

く
ぼ
み
を
「
阿
多
カ
ル
デ
ラ
」
と

い
い
ま
す
。

　

阿
多
カ
ル
デ
ラ
は
、
長
軸
約
25

㎞
、
短
軸
約
17
㎞
で
、
熊
本
県
の

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
で
す
。
そ
の
範
囲
は
、
指
宿
市

か
ら
、
錦
江
湾
を
隔
て
た
大
隅
半

島
の
南
大
隅
町
ま
で
達
し
て
い
ま

す
。

　

熊
本
県
の
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
で
は
、

外
輪
山
が
ほ
ぼ
一
周
残
っ
て
い
る

た
め
、
く
ぼ
ん
だ
カ
ル
デ
ラ
地
形

が
は
っ
き
り
と
分
か
り
ま
す
が
、

阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
は
一
部

し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
残
っ
て
い
る
外

輪
山
を
見
る
こ
と
で
、
阿
多
カ
ル

候
が
漆
の
乾
燥
に
適
し
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、
漆
器
の
材
料
と
な
る

木
材
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
琉
球
漆
器
は
琉
球
王
国
の

特
産
品
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

琉
球
漆
器
の
特
徴
と
し
て
、
鮮

や
か
な
朱
色
や
盛
り
上
が
っ
た
堆つ

い

金き
ん

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
琉
球

漆
器
は
、
保
管
状
態
が
悪
い
と
ヒ

ビ
が
入
っ
た
り
堆
金
が
剥
が
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
非
常
に

少
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
内
に
は
開

聞
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
民

俗
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
市
民
の

自
宅
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
い
る
琉

球
漆
器
が
あ
り
、
指
宿
の
宝
物
の

一
つ
と
し
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

巨
大
な
阿
多
カ
ル
デ
ラ
と

海
を
渡
�
た
琉
球
漆
器

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
97

巨
大
な
阿
多
カ
ル
デ
ラ

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
102

犯
罪
被
害
者
や

　
　

  
そ
の
家
族
の
人
権

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

命
を
奪
わ
れ
る
、
身
体
を
傷
つ
け

ら
れ
る
、
財
産
を
奪
わ
れ
る
と
い

っ
た
直
接
的
な
被
害
の
み
な
ら
ず
、

被
害
後
に
生
じ
る
「
二
次
的
被
害
」

と
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
次
的
被
害
と
は
、
被
害
に
遭

っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛

や
身
体
の
不
調
、
捜
査
・
裁
判
の

過
程
で
の
精
神
的
・
時
間
的
負
担
、

「
落
ち
度
が
あ
っ
た
か
ら
被
害
に

遭
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
周
囲
の

人
々
の
う
わ
さ
や
中
傷
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
で
す
。

　

犯
罪
や
事
故
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
誰
が
被
害
者
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
被

害
か
ら
立
ち
直
り
、
住
ん
で
い
る

地
域
で
再
び
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
に
は
、
被
害
者
な
ど
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
、
支
援
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
市
民
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

阿多カルデラの位置

琉球漆器（個人所蔵）

海
を
渡
っ
た
琉
球
漆
器

　
出
張
先
の
書
店
で
、
金
子
み
す

ゞ
の
詩
集
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
彼
女
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
は

日
本
海
に
面
し
た
小
さ
な
漁
師
ま

ち
山
口
県
長
門
市
仙
崎
で
す
。
26

歳
で
短
い
生
涯
を
閉
じ
ま
す
が
、

こ
の
間
、
感
動
的
な
多
く
の
詩
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
彼
女
の
詩
を
読
ん
だ
の

は
随
分
昔
の
こ
と
で
、
子
ど
も
が

「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
と

い
う
詩
集
を
図
書
室
か
ら
借
り
て

き
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
彼

女
の
詩
は
本
当
に
優
し
く
、
読
ん

で
い
る
と
い
つ
の
ま
に
か
澄
み
き

っ
た
世
界
に
誘
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
不
思
議
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
好
き
な
詩
の
一
つ
に
「
こ

だ
ま
で
し
ょ
う
か
」
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
後
、
テ
レ
ビ
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
使
わ
れ
て
い
た
詩

で
す
。

「
遊
ぼ
う
」
っ
て
い
う
と
「
遊
ぼ

う
」
っ
て
い
う
。「
ば
か
」
っ
て
い

う
と
「
ば
か
」
っ
て
い
う
。

「
も
う
遊
ば
な
い
」
っ
て
い
う
と

「
遊
ば
な
い
」
っ
て
い
う
。

　
そ
う
し
て
、
あ
と
で
　
さ
み
し
く

な
っ
て
、「
ご
め
ん
ね
」
っ
て
い
う
と

「
ご
め
ん
ね
」
っ
て
い
う
。
こ
だ
ま

で
し
ょ
う
か
、
い
い
え
、
だ
れ
で
も
。

　　
こ
の
詩
を
学
校
の
入
学
式
で
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
い
い

え
、
だ
れ
で
も
」
に
続
く
言
葉
と

し
て
「
い
い
え
（
こ
だ
ま
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。だ
れ
で
も
（
そ
う
な

ん
で
す
）。」
と
加
え
ま
し
た
。

　
誰
だ
っ
て
優
し
い
言
葉
に
は
優

し
い
言
葉
を
、
キ
ツ
イ
言
葉
に
は

キ
ツ
イ
言
葉
を
こ
だ
ま
の
よ
う
に

返
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
友
達
と

け
ん
か
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
最
後
は
ち
ゃ
ん
と
優
し
い

言
葉
で
関
係
を
修
復
し
て
、
多
く

の
仲
間
と
共
に
学
校
生
活
を
楽
し

ん
で
欲
し
い
と
の
思
い
を
伝
え
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
好
き
な
詩
を
あ
と
一
つ
「
星
と

た
ん
ぽ
ぽ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
青
い
お
空
の
底
ふ
か
く
、
海
の

小
石
の
そ
の
よ
う
に
、
夜
が
く
る

ま
で
沈
ん
で
る
、
昼
の
お
星
は
眼

に
み
え
ぬ
。

　
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ
よ
、

見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
。

散
っ
て
す
が
れ
た
た
ん
ぽ
ぽ
の
、

瓦
の
す
き
に
、
だ
ァ
ま
っ
て
、
春

の
く
る
ま
で
か
く
れ
て
る
、
つ
よ

い
そ
の
根
は
眼
に
み
え
ぬ
。

　
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ
よ
、

見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る
ん
だ
よ
。

　
金
子
み
す
ゞ
の
詩
は
や
さ
し
い

言
葉
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
本
当
に
大
切

な
も
の
は
目
に
は
見
え
な
い
。
そ

し
て
見
え
な
い
も
の
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。

　
「
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん
だ

よ
。」果
た
し
て
私
は
、
見
え
な
い

も
の
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
詩
集
を
手
に
し
ば
し
考

え
ま
し
た
。

報
恩

謝
徳
金
子
み
す
ゞ

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

　よかとこ通信は、広報紙の紙面を活用して、指
宿市と南大隅町の地域情報（イベント・観光地な
ど）を相互に発信し、両市町の魅力を紹介するコ
ーナーです。指宿市の話題を南大隅町の広報紙で
掲載し、南大隅町の話題を本市の広報紙で紹介し
ています。

　根占港から徒歩５分。やわらかな天然温泉で心
も体もゆったり。レストラン雄川では、地元の食
材をふんだんに使ったおいしい料理を味わうこと
ができます。物産館「なんたん市場」が近く、南
大隅町の特産品を手軽に購入できます。
　フェリーの待ち時間に、日帰り・宿泊旅行に、

ぜひお立ち寄りください。

問い合わせ先
　ねじめ温泉
　ネッピー館
　☎0994-24-5300

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って
出掛けよう

今月の話題

ねじめ温泉ネッピー館
健康と美肌の湯
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で
な
く
、
家
庭
の
水
道
料
金
が
高

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
メ
ー
タ
ー
の
手
前
で
の

漏
水
は
料
金
に
反
映
さ
れ
な
い
た

め
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
家

庭
内
の
水
の
出
が
悪
く
な
る
ば
か

り
か
、
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

簡
単
な
水
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

　

家
庭
内
の
全
て
の
蛇
口
を
閉
め

た
後
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
水
漏
れ
を
し
て
い
る

と
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ゆ
っ
く
り
回

り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
（
以
下
、
指
定

工
事
店
）
に
修
理
を
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。

水
漏
れ
の
減
免
申
請

　

水
漏
れ
に
よ
り
水
道
料
金
が
高

く
な
っ
た
場
合
、
指
定
工
事
店
が

修
理
し
た
後
、
料
金
を
減
額
す
る

申
請
（
減
免
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

た
め
、
経
営
に
か
か
る
経
費
は
、

皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

納
期
限
後
１
カ
月
を
過
ぎ
た
場

合
、
督
促
手
数
料
と
し
て
１
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
手
続

き
が
簡
単
な
金
融
機
関
の
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
振
替
日
は

請
求
月
の
25
日
で
す
。
も
し
残
高

不
足
で
も
、
翌
月
の
15
日
に
再
度

振
替
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
る
人
は
、
納
入
通
知
書
を

持
参
し
、
金
融
機
関
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
に
関
し
て
疑
問
、
相
談
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
水
道
課

☎
㉒
２
１
１
１

業
務
係
（
内
線
３
８
３
）

工
務
係
（
内
線
３
８
６
）

○
水
道
課
山
川
駐
在

　

☎
㉞
１
１
１
６

○
水
道
課
開
聞
駐
在

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
４
２
０
）

水は大切な資源
６月１日から７日までは水道週間

パイロット

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
︑
水
道

の
水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
い
つ

で
も
安
全
な
水
が
手
に
入
る
た
め
︑

つ
い
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
︒

　

蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が
出
な

か
っ
た
と
し
た
ら
︑
た
ち
ま
ち
生

活
が
不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
し
ょ
う
︒

　

６
月
１
日︵
日
︶か
ら
７
日︵
土
︶

ま
で
は
﹁
水
道
週
間
﹂
で
す
︒
こ

の
機
会
に
水
の
使
い
方
を
見
直
し
︑

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
︒

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
家
の
増
改
築
な
ど
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
が
屋
内
や
床
下
に
な
る

場
合
は
、
検
針
し
や
す
い
場
所

に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犬
は
、
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

地
中
の
配
管
が
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
っ
て
水
漏
れ
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
漏
れ
は
、

大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

水
漏
れ
に
注
意

メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
で
、
使
用
し

て
い
な
い
の
に
水
が
流
れ
て
い

る
場
合

○
太
陽
熱
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
温
水

器
な
ど
の
給
湯
に
関
す
る
施
設

や
、
露
出
配
管
で
の
水
漏
れ
の

場
合

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
指
定
工

事
店
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
委
託
を

受
け
て
施
工
し
ま
す
。
指
定
工
事

店
以
外
の
業
者
が
施
工
し
た
給
水

装
置
で
は
、
給
水
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
入
居
ま
た
は
転
入
、
転

出
す
る
際
は
、
家
主
か
入
居
者
本

人
、
ま
た
は
不
動
産
業
者
の
い
ず

れ
か
が
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、「
事
業
に

必
要
な
経
費
は
、
そ
の
経
営
に
伴

う
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
、
独
立
採
算

制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

納
入
は
納
期
限
内
に

転
入
や
転
出
の
際
は
届
け
出
を

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み

便
利
で
簡
単
な

　
　
　

口
座
振
替
の
利
用
を

　

端
午
の
節
句
の
お
祝
い
と
し
て
、

県
内
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
き
た

伝
統
の
郷
土
菓
子
「
あ
く
巻
き
」。

取
材
に
訪
れ
た
４
月
下
旬
、
開
聞

川
尻
に
店
を
構
え
る
「
郷
土
菓
子

マ
ル
シ
ン
」
で
は
、
あ
く
巻
き
製

造
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
。

　

あ
く
巻
き
は
も
ち
米
を
あ
く
汁

に
漬
け
込
ん
で
、
薄
い
黄
色
に
染

め
た
あ
と
竹
の
皮
に
包
み
、
５
時

間
ほ
ど
炊
き
上
げ
て
作
る
。
釜
一

つ
で
、
約
２
５
０
本
し
か
炊
け
な

い
た
め
、
忙
し
い
時
は
朝
ま
で
火

の
番
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。

　

「
も
っ
と
も
注
文
の
多
か
っ
た

時
は
、
１
日
に
３
０
０
０
本
も
作

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
昔

よ
り
需
要
が
減
り
ま
し
た
が
、
今

で
も
４
～
５
月
に
か
け
て
は
１
０

０
０
本
近
く
製
造
し
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
同
社
の
代
表
を
務
め
る

坂
本
カ
ヨ
子
さ
ん
（
写
真
）。

　

菓
子
作
り
を
始
め
た
の
は
35
年

ほ
ど
前
に
な
る
。
当
時
の
開
聞
町

で
開
催
さ
れ
て
い
た
ふ
る
さ
と
祭

り
で
団
子
な
ど
の
菓
子
を
販
売
し

た
と
こ
ろ
、
非
常
に
人
気
が
あ
り
、

自
信
を
得
た
と
坂
本
さ
ん
は
振
り

返
る
。　

　

市
内
の
小
売
店
を
は
じ
め
、
鹿

児
島
市
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
に

も
商
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん
で

き
た
他
、
大
阪
や
東
京
の
百
貨
店

の
催
事
に
参
加
。
今
で
は
、
県
内

外
で
固
定
客
が
増
え
、
注
文
と
と

も
に
お
便
り
が
く
る
こ
と
も
多
い

そ
う
だ
。

　

「
菓
子
作
り
は
体
力
と
根
気
が

必
要
な
の
で
、
最
近
は
お
店
を
辞

め
て
ゆ
っ
く
り
し
た
い
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
か

ら
﹃
お
い
し
か
っ
た
よ
﹄﹃
ま
た
食

べ
た
い
で
す
﹄
と
い
う
手
紙
を
い

た
だ
く
と
、
な
か
な
か
辞
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
、
頬
を

緩
め
る
。

　

手
作
り
の
良
さ
だ
け
で
な
く
、

お
客
さ
ん
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を

大
切
に
す
る
坂
本
さ
ん
の
思
い
が
、

郷
土
菓
子
の
お
い
し
さ
を
引
き
立

て
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

「おいしかった」
　　　　　が聞きたくて
　　　　　　　～郷土菓子　あく巻き～

　

今
回
は
、
紙
類
の
分
別
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
類
は
大
き
く
分
け
て
、「
新
聞・

チ
ラ
シ
」「
段
ボ
ー
ル
」「
そ
の
他

の
紙
」
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　

新
聞
・
チ
ラ
シ
は
、
新
聞
や
新

聞
と
一
緒
に
入
っ
て
い
る
折
り
込

み
広
告
な
ど
の
こ
と
で
、
そ
の
他

の
紙
と
は
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

段
ボ
ー
ル
は
、
断
面
に
波
状
の

紙
を
挟
ん
で
あ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
の
紙
は
、
そ
れ
以
外
の

紙
の
こ
と
で
、
雑
誌
や
お
菓
子
箱

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
表
に
あ
る
紙
は
、
そ
の

他
の
紙
に
も
含
ま
れ
な
い
の
で
、

燃
え
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
類
を
出
す
時
は
、
３
種
類
に

分
け
、
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
よ

う
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
る
か
、
ひ

も
で
縛
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
雨
の
日
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
す
際
は
、
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
必
ず
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
し
た
紙
類
は
、
再
び
紙
製

品
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑬

「
紙
類
」
の
種
類
と
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

ひもで縛ってから出してください

特産品
シリーズ
VOL.12

防水加工してある紙 紙コップ・ヨーグルトの容
器など

匂いの付いた紙 粉洗剤・石けん・線香の容
器など

感熱用紙 コンビニ・スーパーのレ
シートなど

特殊加工してある紙
油紙・プラスチックフィル
ム加工された紙・アイロン
プリント紙など

汚れた紙 使用済みティッシュ・油を
吸った紙など

燃えるごみで出す紙
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まちの話題

手作り商品を勧める生徒

抱負を述べる金子代表（右５人目）ら

多くのごみが集まる

新茶を贈呈する瀬川会長（左）

　４月24日、ＪＲ指宿駅前で山川高校青空市が行わ
れました。学校のＰＲ活動の一環として初めての開
催。生徒らは、自分たちが作った豚みそや新鮮野菜
などを通り掛かった人に元気よく販売しました。園
芸工学・農業経済科２年の江﨑瑞輝さん（高野原）
は、「多くの人に喜んでもらえるように、工夫して野
菜を作っていきたい」と話しました。青空市は今後
も、月に１回程度行っていく予定です。

　４月23日、旧開聞観光案内所で、「観光案内所サロ
ンdeおもてなし」のオープニングセレモニーが行わ
れ、市の関係者や住民ら約20人が開所を祝いました。
案内所では、鹿児島弁での観光案内や南薩の風景写
真の展示、地域住民の手工芸品の販売などが行われ
ます。運営するＮＰＯチームおもてなしの金子勝男
代表は、「住民や観光客が楽しく交流し、おもてなし
で開聞地域を盛り上げていきたい」と話しました。

農 産物で山川高校をＰＲ

お もてなしで地域を活性化

山高生が青空市を開催

「サロンdeおもてなし」が開所

　４月26日、川尻海岸で清掃活動が行われました。
ウミガメが安心して産卵・ふ化でき、子どもたちが
はだしで歩ける海岸にしようという㈱常盤建設の呼
び掛けに、市内の小学生ら約120人が参加。約１㎞
の海岸線に散乱する空き缶やペットボトルなど、ご
み袋約200袋分が集められました。同社の尾辻憲昭
専務は、「きれいな海岸になるように、今後も活動を
続けていきたい」と話しました。

　４月25日、南九州市の茶農家らでつくる南九州市
茶業振興会が、市内のホテルや指宿商業高校などに
新茶約40㎏を贈呈しました。連休で本市を訪れる観
光客に新茶をＰＲし、消費拡大を図ろうと毎年行わ
れており、今年で９回目になります。瀬川三郎会長
は、「天候に恵まれ、色、味、香りともに最高。心の
癒やしを求めて来る観光客に温泉と共に新茶を振る
舞ってほしい」と話しました。

自 然豊かで美しい海岸に

お いしい新茶をどうぞ

川尻海岸で清掃活動

南九州市茶業振興会が新茶を贈呈

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

₄₀年の歩みに笑みを浮かべる組合員ら

ユニークな標語で交通安全をＰＲ

多くの人でにぎわう会場

　４月15日、市内のホテルで指宿市農産加工組合が、
創立40周年の記念式典を行いました。同組合は、オ
クラの有効利用を図るため、1974年に「オクラ漬」
を開発。現在も観光客のお土産品として定着してい
ます。式典で山澤道子組合長は、「苦しいことや楽し
いこともあったけど、みんなと協力して頑張れた。
今後も新商品の開発に元気で仲良く取り組みたい」
と話しました。

お ふくろの味いつまでも
農産加工組合が₄₀周年記念式典

　４月13日、春の全国交通安全運動に併せて、第18
回交通安全運転ラリー大会が行われ、地域や職場な
ど17チーム約80人が参加しました。参加者は、車体
に自分たちで考えた標語を貼って、指宿警察署を出
発。44.7㎞のコースを安全に運転しながら市民らに
交通安全を呼び掛けました。総合優勝は、高野原地
区防犯組合が、標語の部では、青振連の「おまんさ
ぁ　今日もよかにせ　よか運転」が選ばれました。

　４月20日、大阪市で近畿指宿会（田中脩会長）の
第39回総会が行われ、約200人の会員が集いました。
本市からも豊留市長と新宮領議長らが参加。豊留市
長は、「皆さんの応援のおかげで、指宿港海岸の保全
整備や国道226号線の整備など、指宿が大きく動こ
うとしています」とあいさつ。総会後は、演芸会や
指宿の特産品が当たる抽選会などを楽しみながら、
ふるさとの話題に花を咲かせました。

標 語で交通安全をＰＲ

大 阪から故郷を思う

交通安全運転ラリー大会が開催

近畿指宿会が総会

たくさん取れたかな

　４月13日、道の駅山川港活お海道で５周年を祝う
創業祭が行われました。あいにくの雨にもかかわら
ず、新鮮な魚や取れたて野菜を買い求める地元の人
や観光客などでにぎわいました。また、茶ぶしの振
る舞いやかつお節パックのつかみ取りなどが行われ、
山川のかつお節をＰＲしました。鮫島祐次郎館長は、
「今後も地元を中心に、県内外から気軽に来られる
道の駅にしていきたい」と話しました。

親 しまれる道の駅へ
活
い

お海道５周年記念イベント
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Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

▲開聞児童館の
　児童たち

大成小・山川小の ▼

児童たち　　　　　

アロハの夏を喜ぶ市民ら

愛情がたっぷり詰まった徳光スイカ

　５月１日、開聞児童館の児童10人が、脇浦漁港で
ヒラメの稚魚約2,000匹の放流を行いました。児童
たちは、初めて触るヒラメに大はしゃぎ。元気良く
泳いでいく姿に目を輝かせていました。五十嵐惟人
くん（坂下）は、「ヒラメはとても柔らかくてかわい
かった。大きくなってほしい」と話しました。また、
16日には、大成小と山川小の児童53人が、一本松海
岸でヒラメ稚魚約3,800匹の放流を行いました。

小 さないのち、大きく育て
ヒラメの稚魚を放流

　４月29日、市営陸上競技場でアロハ宣言セレモニ
ーが開催され、市民ら約450人が参加しました。こ
の日から市内の公共機関やホテルなどは、アロハシ
ャツを着用し、南国指宿をＰＲします。セレモニー
後は、アロハ健幸ウオークが開催。準備運動を行っ
た参加者らは、なのはな館周辺の健幸ロードなどを
通る約４ｋｍのコースをウオーキングし、初夏の心
地よい風を感じながら爽やかな汗を流しました。

　５月６日、徳光スイカが収穫され初出荷が行われ
ました。水はけの良いれき土壌で育った徳光スイカ
は、糖度が高く、シャキシャキとした独特の歯応え
が特徴です。西村晋さん（大石）のハウスでは、丸
々と育ったスイカに１つ１つ丁寧にハサミを入れ、
約300個のスイカが収穫されました。西村さんは、
「天候もよく、糖度が高いスイカができた。皆さん
にぜひ食べていただきたい」と喜びを話しました。

指 宿に初夏到来

甘 みたっぷり夏のスイーツ

アロハ宣言、アロハ健幸ウオークが開催

徳光スイカが初出荷

まちの話題

大勢の人でにぎわう会場

　４月27日、鹿児島の観光や食が楽しめるイベント
「関西かごしまファンデー」が、京セラドーム大阪
で開催されました。会場には、鹿児島の特産品を買
い求める人やステージショーを楽しむ人など約３万
６千人が来場。本市からも11事業者が出店し、郷土
菓子やさつま揚げ、漬物などが瞬く間に完売しまし
た。また、指宿のホテル宿泊券や特産品が当たる抽
選会も行われ、関西で魅力ある指宿をＰＲしました。

鹿 児島ファン３万６千人が集う
関西かごしまファンデーが開催

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

山下千鶴子さん

集まった募金を手渡す湯之上会長

森のりさん

池増ハルさん

岩下シヅさん

　５月13日、指宿芸能の会（湯之上ハナエ会長）の
５人が豊留市長を訪れ、東日本大震災の被災者支援
のためにと募金97,443円を寄付しました。同会が５
月11日に行なった東日本大震災チャリティー「芸能
の祭典」の会場で、募金活動を行ったものです。湯
之上会長は、「私たちの思いが東北に届くように、心
を込めて発表しました。募金は被災した人が幸せな
暮らしができるよう役立ててほしい」と話しました。

被 災地へできることを
指宿芸能の会が募金寄付

　このたび４人が満100歳を迎え、市と市社会福祉
協議会は祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　森のりさん（湊北）は４月18日生まれで、現在、
自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ね
ると、「長年１㎞程度の散歩をしていたことと、デイ
サービスに行くことを楽しみにしているからでしょ
うか」（森さんの親族）と話してくれました。
　岩下シヅさん（中小路）は４月22日生まれで、現
在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを
尋ねると、「何事にも一生懸命に取り組み、感謝の気
持ちを忘れずに生きてきたからでしょうか」（岩下さ
んの親族）と話してくれました。
　池増ハルさん（中小路）は４月25日生まれで、現
在、自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを
尋ねると、「性格が前向きで、常に先の事を考えなが
ら行動しているからでしょうか」（池増さんの親族）
と話してくれました。
　山下千鶴子さん（町８区）は５月２日生まれで、
現在、ヴァンベールみどりの風で元気に過ごしてい
ます。長寿の秘けつを尋ねると、「趣味など好きなこ
とを自由にしているからでしょうか」（山下さんの親
族）と話してくれました｡
　皆さん、いつまでも元気で長生きしてください。
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Information情 報 掲 示 板

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
心
身
と
も
に
明
る
く
健
康

な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

学
習
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
13
日（
金
）

○
受
付　

９
時
30
分

○
開
会　

10
時

■
場
所　

開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

　

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
健
幸
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

６
月
15
日（
日
）９
時
～

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
～
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員

24
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
12
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
㉜
５
５
６
６

■
期
日　

６
月
29
日（
日
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
30
分
ま
で
に
え
ぷ

ろ
ん
は
う
す
池
田

■
終
了　

12
時（
予
定
）

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料

○
会　

員　

無
料

○
非
会
員　

３
０
０
円

※
保
険
料
な
ど
を
含
む
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
26
日（
木
）

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
事
務
局
（
担
当
・
廣
森
）

☎
㉒
３
２
５
２

　

市
で
は
、
錦
江
湾
岸
の
美
し
い

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
海
岸
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
や
観
光

客
が
心
地
よ
く
憩
え
る
場
所
づ
く

り
に
、
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
参
加
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
７
月
は
海
岸
愛
護
月
間
の
た
め
、

錦
江
湾
沿
岸
の
市
町
で
一
斉
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

７
月
５
日（
土
）７
時
～

９
時
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

魚
見
港
周
辺
（
田
良
岬
）

■
集
合　

７
時
ま
で
に
指
宿
エ
コ

キ
ャ
ン
プ
場
駐
車
場

■
そ
の
他　

軍
手
な
ど
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
市
が

準
備
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
企
画
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

■
参
加
料　

無
料

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
や
指
宿
市
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

会
長　

伊
佐
幸
子

☎
０
９
０-

７
１
５
０-

８
６
１
４

ふ
る
さ
と
を
興
す

学
習
大
会

催
し

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

池
田
湖
畔　
新し

な
げ
し

永
吉
集
落

探
訪
「
棚
田
」
ウ
オ
ー
ク

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
・
夏
の
部

いぶすきマルシェいぶすきマルシェいぶすきマルシェいぶすきマルシェ
　山川中学校吹奏楽部では、定期演奏会を開催
します。ぜひ、生の演奏をお楽しみください。
■日時　６月28日（土）　14：00～
■場所　山川文化ホール
■対象　無料
■演奏曲目　ＣＭメドレー、フィールズ・オー

バーチュア、ＲＰＧ、ミラクル　ほか
問い合わせ先
　山川中学校（担当・上村）　☎㉞2131

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

日時　６月８日（日）　10：00～16：00
場所　休暇村指宿エコキャンプ場
　　　（荒天時はサンシティホールいぶすき）
　「マルシェ」とはフランス語で「市場」という意味で
す。新鮮な食材やお気に入りの雑貨を探しながら、ちょ
っとカフェで一休みしたり、地元のグルメを味わってみ
たり、楽しい催しがいっぱいです。お誘い合わせの上、
ぜひ来場してください。

問い合わせ先
　いぶすきマルシェ実行委員会事務局　☎㉒5828

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

7月
2014

27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

6月
2014

山川中吹奏楽部
定期演奏会

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

■
開
催
日　

８
月
12
日（
火
） 

出
演
者
募
集

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
す
る

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
（
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■
募
集
組
数　

５
組
程
度
（
１
組

８
分
以
内
）

※
募
集
組
数
が
多
い
場
合
は
、
実

行
委
員
会
事
務
局
で
調
整
し
ま

す
。

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
内
ス
テ
ー
ジ

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
11
日（
金
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

祭
り
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
内
容

○
会
場
設
営　

　

８
月
12
日（
火
）午
前
中

○
会
場
撤
去
・
花
火
片
付
け

　

８
月
13
日（
水
）午
前
中

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
31
日（
木
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
観
光
課
観
光
交

流
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
就
労

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
障

害
者
委
託
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
訓
練
内
容

○
文
章
作
成
（
ワ
ー
ド
）、表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
初
級
程
度

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

■
定
員　

14
人

■
訓
練
期
間　

８
月
19
日（
火
）～

11
月
12
日（
水
）

※
土
、
日
、
祝
日
は
休
み

■
授
業
料　

無
料

■
対
象　

障
害
の
あ
る
人
で
、
早

期
の
就
職
や
復
職
を
目
指
す
人

（
身
体
以
外
で
障
害
の
あ
る
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）。

■
申
込
期
間　

６
月
３
日（
火
）～

27
日（
金
）

 

開
聞
そ
う
め
ん
夏
祭
り

障
害
者
の
委
託
訓
練
生

■
提
出
書
類

○
入
校
願
書

○
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
手
帳
の

な
い
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
精
神
障
害
の
人
は
、「
主

治
医
の
意
見
書
」
の
写
し
も
必

要
で
す
。）

○
顔
写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

■
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
に
設
置
し
て
あ
る
入
校
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

面
接

○
日
時　

７
月
14
日（
月
）10
時
～

○
場
所　
ｅ
ワ
ー
カ
ー
ズ
鹿
児
島

校
（
鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
16
鹿

児
島
県
公
社
ビ
ル
４
Ｆ
）

■
そ
の
他　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

か
ら
斡あ

っ
せ
ん旋

を
受
け
た
人
で
、
雇

用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

訓
練
期
間
中
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
な
い

人
は
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

ま
た
は
職
業
訓
練
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
の
障
害
者
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

　

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６-

４
４-

２
２
０
６

募
集

出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
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国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
25

年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

人
へ
「
健
康
づ
く
り
応
援
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

は
６
月
30
日（
月
）ま
で
で
す
。
ま

だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
は
早
め

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

　

平
成
26
年
度
の
教
科
書
展
示
会

を
行
い
ま
す
。
誰
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

６
月
13
日（
金
）～
26
日

　
（
木
）

■
時
間　

９
時
～
16
時

■
場
所　

丹
波
小
学
校
図
書
室

※
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
小
学
校

の
教
科
書
が
改
訂
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

　

生
計
を
支
え
て
い
た
人
が
仕
事

を
辞
め
た
こ
と
で
、
賃
貸
住
宅
の

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
な
ど
に
、
住
宅
支
援
給
付
金

を
支
給
し
、
再
就
職
に
向
け
て
支

援
し
ま
す
。

■
支
給
要
件

　

申
請
時
に
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
２
年
以
内
に
離
職
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
人

○
離
職
前
に
世
帯
内
で
主
た
る
生

計
維
持
者
で
あ
っ
た

○
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の

意
欲
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
求
職
申
し
込
み
を
行
う
か
、

現
に
行
っ
て
い
る

○
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
か
、
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
預
貯
金
の
合
計

が
、
次
に
定
め
る
金
額
以
下
で

あ
る

・
単
身
世
帯　

50
万
円

・
複
数
世
帯　

１
０
０
万
円

○
国
や
地
方
自
治
体
が
実
施
し
て

い
る
同
様
の
貸
し
付
け
や
給
付

を
、
申
請
者
や
同
居
の
親
族
が

受
け
て
い
な
い

○
申
請
者
お
よ
び
生
計
を
一
と
す

る
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
暴

力
団
員
で
な
い

■
支
給
限
度
額

○
単
身
世
帯　
月
２
万
４
２
０
０
円

○
複
数
世
帯　
月
３
万
１
５
０
０
円

■
支
給
期
間　

３
カ
月
間

■
支
給
方
法　

支
給
決
定
後
、
直

接
家
主
な
ど
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
そ
の
他　

申
請
月
の
収
入
限
度

額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課
援
護
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）

住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業

求
職
中
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
お
お
む
ね
30
～
60
代

の
女
性
を
対
象
に
、
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
料
理
の
技
術
を
身
に

付
け
、
栄
養
の
取
り
方
を
学
び
、

健
康
で
美
し
く
な
る
た
め
の
食
事

を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

○
７
月
11
日（
金
）18
時
～
21
時

○
７
月
17
日（
木
）18
時
～
21
時

○
７
月
26
日（
土
）10
時
～
13
時

■
場
所　

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容　

健
康
づ
く
り
に
関
す
る

講
話
や
料
理
初
心
者
に
向
け
た

調
理
実
習

※
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
、
筆
記
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

※
３
回
コ
ー
ス
の
た
め
、
全
日
程

参
加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
４
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
健
康
指
導
係
（
指

宿
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

　

市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
助
成
対
象
地
域
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
Ｉ

タ
ー
ン
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
地
域

山
川
・
開
聞
地
域
、
指
宿
地
域

の
池
田
・
今
和
泉
校
区

■
助
成
対
象
要
件

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該

当
す
る
世
帯
責
任
者
が
、
転
入

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
に
転
入
し
た
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

転
入
し
た
人
で
、
当
該
世
帯
全

員
が
一
度
も
指
宿
市
（
旧
３
市

町
を
含
む
）
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

○
助
成
対
象
地
域
に
床
面
積
50
㎡

以
上
の
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

床
面
積
50
㎡
以
上
の
住
宅
を
購

入
し
た

○
配
偶
者
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
が
い
る

○
転
入
の
日
に
60
歳
以
下
で
あ
る

※
世
帯
責
任
者
と
は
、
世
帯
の
中

で
主
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
助
成
金
額

■
申
請
期
間

　

転
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

■
申
請
に
必
要
な
書
類︵
各
１
通
︶

○
交
付
申
請
書

○
誓
約
書

○
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の

写
し
（
世
帯
全
員
）

○
建
築
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買

契
約
書

○
建
物
登
記
事
項
証
明
書

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
企
画
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

指い
ぶ
じ
ょ女
☆

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

Ⅰ
タ
ー
ン
者
の

定
住
促
進
助
成

応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の

有
効
期
限

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

美
し
く
な
る
食
事
で
健
康
美
人
♪

　

６
月
２
日（
月
）に
開
会
し
た
平

成
26
年
第
２
回
定
例
会
の
本
会
議

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
は
、
市

政
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
議
会
を
同
時
中
継
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

日　　程 内　　　　容

６月₁₇日（火） 一般質問

₁₈日（水） 一般質問

₁₉日（木） 一般質問

₂₄日（火）
最終日
（委員長報告、表決など）

本会議予定

1　住宅を購入した場合は、購入価格の 2 分の 1（上記は限度額）です。
2　助成金に千円未満の端数が生じた場合は、端数を切り捨てます。

50歳以下の人 50歳を越え
60歳以下の人

新築した場合 100万円 50万円

建築年数10年以内の住
宅を購入した場合 80万円まで 40万円まで

建築年数10年を越えた
住宅を購入した場合 50万円まで 25万円まで

世帯責任者
助成区分

住
ま
い
対
策
拡
充
等
支
援
事
業

求
職
中
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
18
歳

以
上
の
健
康
な
人
（
受
付
は
高

校
生
も
可
）

■
勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

（
う
ち
１
時
間
は
休
憩
。
状
況

に
よ
り
勤
務
時
間
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。）

■
勤
務
日
数　

20
日
程
度

■
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
監
視
お
よ

び
受
付

■
賃
金　

時
給
７
３
８
円

■
申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

☎
㉜
５
５
６
６

ふ
れ
あ
い
公
園

夏
季
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

　

砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」
で
は
、

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
６

月
か
ら
７
月
ま
で
の
２
カ
月
間
、

砂
む
し
入
浴
割
引
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
の
入
浴
割
引
券
を
切
り
取
り
、

受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夕
方
や
土
・
日
曜
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
砂
む
し
会
館
「
砂
楽
」

　

☎
㉓
３
９
０
０

○
観
光
課
観
光
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

砂むし会館「砂楽」

初夏のさわやか
サービス期間

 砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券（７月分）
○大人・小人とも410円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人410円で入浴で
　きます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

有効期間  平成26年７月１日（火）～31日（木）

７月８日（火）（臨時
休館日）および19
日（土）～21日（月）
は除きます。

きりとり線 きりとり線

き
り
と
り
線

○大人・小人とも410円で入浴できます。
○タオル代は別料金となります。
○本券１枚で５名様まで１人410円で入浴できます。
○他の割引料金との併用はできません。
○割引券は原本に限ります（コピー印刷不可）。

 砂むし会館「砂楽」

砂むし入浴割引券（６月分）
有効期間  平成26年６月１日（日）～30日（月）
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Information情 報 掲 示 板

　県では、２年に１度、計量器の検査を行って
います。
　商取引や証明上の計量に使用されている特
定計量器が検査対象になります。
　対象となる計量器を持つ人は、都合のよい
日時、会場で検査を受けてください。
問い合わせ先　商工水産課商工運輸係
　　　　　　　☎㉒2111（内線313）

　

市
で
は
、
社
会
体
育
の
普
及
振

興
と
競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

県
外
で
実
施
さ
れ
る
大
会
へ
の
参

加
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象　

体
育
協
会
な
ど
が
主
催

す
る
県
予
選
の
結
果
、
県
外
で

実
施
さ
れ
る
九
州
大
会
や
全
国

大
会
に
県
代
表
と
し
て
、
自
己

負
担
で
出
場
す
る
団
体
ま
た
は

個
人
（
た
だ
し
、
部
活
動
は
除

く
）

■
補
助
額　

１
団
体
に
つ
き
10
人

分
ま
で
を
上
限
と
し
た
次
の
額

○
九
州
外
（
沖
縄
含
む
）
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
１
万
円

○
九
州
内
の
大
会

　

１
人
に
つ
き
５
千
円

■
申
請
方
法　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）
に
設

置
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
指
宿
総
合
体
育
館
内
）

☎
㉗
０
２
０
３

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
の
た
め
、
次
の
方
々

に
補
導
委
員
と
青
少
年
育
成
推
進

員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
を
は
じ
め
、

学
校
や
家
庭
問
題
な
ど
に
悩
む
児

童
や
生
徒
、
保
護
者
の
相
談
相
手

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
声
掛
け

お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
に
つ
い
て
何
か
気
付
い

た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
青
少

年
体
験
活
動
な
ど
の
指
導
者
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

補
導
委
員
（
敬
称
略
）

北
指
宿
中
学
校
区

　

上
高
原
哲
哉
（
魚
見
）

　

下
吹
越
百
江
（
魚
見
）

　

幸
野　

昌
廣
（
柳
田
）

　

南　
　

恵　

（
柳
田
）

　

立
根　

正
和
（
指
宿
）

　

染
川　

洋
子
（
指
宿
）

　

長
友　

清
彦
（
北
中
教
論
）

　

時
任　

志
郎
（
北
中
教
論
）

南
指
宿
中
学
校
区

　

上
髙
原　

靖
（
丹
波
）

　

原
田　

正
一
（
丹
波
）

　

渡
辺　

沙
弓
（
丹
波
）

　

大
山　

重
徳
（
丹
波
）

　

西
野　

一
光
（
柳
田
）

　

瀬
筒
ヱ
リ
子
（
柳
田
）

　

當　
　

武
洋
（
南
中
教
論
）

　

樗
木
浩
一
郎
（
南
中
教
論
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

吉
留
浩
一
郎
（
今
和
泉
）

　

野
元　

辰
美
（
今
和
泉
）

　

髙
橋　

智
子
（
今
和
泉
）

　

堀　
　

孝
行
（
今
和
泉
）

　

岡
崎
久
美
子
（
池
田
）

　

吉
永　

博
隆
（
池
田
）

　

日
髙　

孝
幸
（
西
中
教
論
）

　

新
田　

千
夏
（
西
中
教
論
）

山
川
中
学
校
区

　

松
木　

茂
久
（
山
川
）

　

川
畑　

法
英
（
山
川
）

　

東　
　

千
勇
（
大
成
）

　

桃
木　

安
幸
（
大
成
）

　

高
山　
　

茂
（
徳
光
）

　

西
村　

圭
史
（
徳
光
）

　

中
濱　

貴
夫
（
山
川
中
教
論
）

　

深
堀
幸
太
郎
（
山
川
中
教
論
）

開
聞
中
学
校
区

　

松
永　

當
哉
（
開
聞
）

　

垣
内　

英
人
（
開
聞
）

　

下
舞　
　

等
（
開
聞
）

　

東
村　

末
盛
（
開
聞
）

　

山
田　
　

博
（
川
尻
）

　

中
川　

堅
治
（
川
尻
）

　

竹
野　
　

力
（
開
聞
中
教
論
）

　

西
元　

淳
一
（
開
聞
中
教
論
）

高
等
学
校

　

前
田　

一
圭
（
指
高
教
諭
）

　

鶴
田　

智
大
（
指
高
教
諭
）

　

益
田　
　

薫
（
指
商
教
諭
）

　

野
﨑　

一
宏
（
指
商
教
諭
）

　

古
里　
　

裕
（
山
高
教
諭
）

　

山
本　
　

聡
（
山
高
教
諭
）

青
少
年
育
成
推
進
員
（
敬
称
略
）

北
指
宿
中
学
校
区

　

冷
水　

清
一
（
指
宿
）

　

吹
留　

正
人
（
魚
見
）

　

西
川
路
利
広
（
北
中
）

南
指
宿
中
学
校
区

　

迫　
　

正
樹
（
丹
波
）

　

迫
田　

順
一
（
柳
田
）

　

上
川
路
澄
江
（
南
中
）

西
指
宿
中
学
校
区

　

馬
場
畑
末
治
（
今
和
泉
）

　

湯
田　

也
人
（
池
田
）

　

久
保　

末
治
（
西
中
）

山
川
中
学
校
区

　

松
下　
　

勉
（
山
川
）

　

上
園　

英
彦
（
大
成
）

　

山
口　

貴
久
（
徳
光
）

　

前
畠　

伸
彦
（
利
永
）

　

大
川　
　

学
（
山
川
中
）

開
聞
中
学
校
区

　

中
村　

秀
人
（
開
聞
）

　

山
下　

正
嗣
（
川
尻
）

　

中
野　

政
道
（
開
聞
中
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

地
下
水
は
限
ら
れ
た
資
源

　
　

適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

地
下
水
は
、
水
資
源
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民
共
有
の

貴
重
な
資
源
で
す
。

　

ま
た
、
地
下
水
は
地
下
の
地
層

内
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
の

基
盤
で
あ
る
地
盤
を
支
え
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
を
過
剰
に
く
み
上
げ
る

と
地
盤
沈
下
や
渇
水
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
下
水
を
採
取
す

る
た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
場
合

は
、「
指
宿
市
環
境
保
全
条
例
」
に

基
づ
き
事
前
に
届
け
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
届
け
出
が
必
要
と
な
る
設
備

揚
水
機
の
吐
き
出
し
口
の
口
径

が
40
㎜
以
上
の
も
の

※
た
だ
し
、
温
泉
法
に
規
定
す
る

温
泉
は
除
く
。

■
対
象
地
域

　

市
内
全
域

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
１
）

全
国
・
九
州
大
会

出
場
に
補
助
金

地
下
水
の
採
取
の

届
け
出
に
つ
い
て

唐船峡そうめん流し

お食事券

■販売場所　市営唐船峡そうめん流し、観光課、
　　　　　　山川支所地域振興課

10枚１組　通常16,500円が

10枚１組　通常13,400円が
14,850円
12,060円

Ａ定食券

Ｂ定食券

お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券お食事券1 お
得割

市営唐船峡そうめん流しでは、便利でお得な食事券を販売しています。
家族や親戚との食事会や贈答に利用しませんか。

問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し　☎㉜2143

お
得
お
得
販
売
中

特定計量器の定期検査
期　日 時　間 検査場所

６月10日(火)
10：30～11：30 徳光公民館

13：00～15：00 成川区民センター

11日(水)
10：00～12：00 大山集落センター

13：30～15：00
山川文化ホール

12日(木) 10：00～15：00

16日(月)
10：00～11：30 今和泉校区公民館

13：00～14：30 池田校区公民館

17日(火) 10：00～14：00 指宿校区公民館

18日(水) 10：00～15：00

市役所指宿庁舎19日(木) 10：00～15：00

20日(金) 10：00～14：00

23日(月)
10：30～11：30 川尻ふれあい交流館

13：00～15：00 開聞農村環境改善センター

気軽になんでも
相談を

地域の補導委員・
青少年育成推進員 中
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※
助
成
金
に
は
、
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。

※
空
き
家
の
撤
去
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
業
を

行
う
前
年
度
の
８
月
ま
で
に
、

事
業
計
画
（
解
体
費
用
・
借
入

金
な
ど
）
を
市
に
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
築
課
建
築
係

☎
㉒
２
１
１
１ （
内
線
３
７
１
）

　

市
で
は
、
が
け
地
崩
壊
な
ど
の

恐
れ
が
あ
る
土
地
に
建
つ
住
宅
の

移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
移

転
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
事
業
名　

が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
事
業

■
対
象
と
な
る
住
宅　

○
昭
和
46
年
８
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
も
の

○
昭
和
46
年
９
月
１
日
以
降
に
建

築
さ
れ
、
特
定
行
政
庁
（
県
知

事
な
ど
）
か
ら
是
正
勧
告
を
受

け
た
も
の

○
高
さ
２
ｍ
、
勾
配
30
度
を
超
え

る
「
が
け
」
の
近
く
に
あ
る
住

宅
※
下
図
の
よ
う
な
土
地
に
建
っ
て

い
る
危
険
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

■
補
助
の
内
容　

○
除
却
費　

危
険
な
住
宅
の
撤
去

な
ど
に
要
す
る
費
用

○
建
物
助
成
費　

危
険
住
宅
に
代

わ
る
住
宅
の
建
設
・
購
入
、
土

地
取
得
、
敷
地
造
成
の
た
め
、

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た

場
合
の
借
入
金
の
利
子
に
相
当

す
る
額

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

は
、
平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
中
山
間
部
地
域
に
お
い

て
、
山
の
す
そ
野
に
あ
る
傾
斜
が

急
な
農
地
や
基
盤
整
備
さ
れ
て
い

な
い
農
地
な
ど
に
お
け
る
農
業
生

産
活
動
の
不
利
を
補
う
こ
と
で
、

耕
作
放
棄
地
の
防
止
や
遊
休
農
地

の
活
用
な
ど
、
農
地
の
保
全
や
維

持
管
理
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に

活
動
資
金
と
し
て
、
国
か
ら
交
付

金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
農
地
は
主
に
田
で

す
が
、
畑
（
果
樹
園
を
含
む
）
に

つ
い
て
も
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
か
ら
、

耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
耕
作
さ

れ
な
い
農
地
の
解
消
や
、
水
路
、

農
道
な
ど
の
維
持
管
理
な
ど
を
共

同
で
行
う
た
め
に
、
平
成
22
年
度

か
ら
第
３
期
対
策
（
平
成
26
年
度

ま
で
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
農
道
の
除
草
作
業
や
水
路

の
泥
上
げ
、
休
耕
地
で
の
コ
ス
モ

ス
や
彼
岸
花
の
植
栽
に
よ
る
景
観

形
成
、
田
植
機
な
ど
の
機
械
の
共

有
化
、
鳥
獣
害
対
策
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
と
な
っ
た

平
成
25
年
度
の
交
付
金
の
交
付
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
１
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病
担

当
窓
口

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
７
２
０

　

さ
つ
ま
鰹
節
協
会
で
は
、
か
つ

お
節
の
普
及
事
業
と
し
て
、
新
郎
・

新
婦
が
披
露
宴
で
招
待
者
を
見
送

る
際
、
お
土
産
と
し
て
配
布
す
る

か
つ
お
節
パ
ッ
ク
を
無
料
で
提
供

し
ま
す
。

■
対
象

○
新
郎
・
新
婦
の
い
ず
れ
か
が
本

市
ま
た
は
枕
崎
市
民
で
、
結
婚

後
も
同
市
内
に
居
住
す
る
人

○
７
月
１
日
以
降
に
結
婚
披
露
宴

を
開
催
す
る
人

■
そ
の
他

○
披
露
宴
会
場
は
、
本
市
・
枕
崎

市
以
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

○
会
場
を
予
約
さ
れ
た
ら
早
め
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合

☎
㉞
０
１
５
５

　

６
月
22
日（
日
）～
28
日（
土
）は
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
促
進
や
偏
見
・
差
別
の
解
消

に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
名
誉
の
回
復
を
図
る
た
め

厚
生
労
働
省
が
定
め
て
い
ま
す
。

作
品
展

　

療
養
所
入
所
者
の
作
品
や
写
真

パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

■
期
間　

７
月
１
日（
火
）～
７
日

 

（
月
）

■
場
所　

鹿
児
島
中
央
駅
市
民
プ

ラ
ザ

星
塚
敬
愛
園
親
子
療
養
所
訪
問

■
訪
問
日　

８
月
８
日（
金
）

■
訪
問
先　

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋

市
内
）

■
対
象　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関

心
を
持
ち
、
入
所
者
と
の
交
流

を
希
望
す
る
人

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

１
３
０
人

■
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
火
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
し

込
み
者
へ
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　

県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部
で
は
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
身

近
な
相
談
ご
と
な
ど
、
誰
で
も
気

軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

■
期
日

○
６
月
19
日（
木
）

○
７
月
17
日（
木
）

■
時
間　

13
時
～
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
小
会

議
室

※
緑
色
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目
印

で
す
。

■
相
談
内
容

　

相
続
・
贈
与
・
遺
産
相
続
協
議

書
、
車
事
故
・
自
動
車
事
故
損

害
賠
償
請
求
・
車
庫
証
明
・
登

録
、
離
婚
・
慰
謝
料
・
養
育
費

請
求
、
分
筆
・
土
地
境
界
、
公

正
証
書
・
遺
言
書
作
成
、
各
内

容
証
明
作
成
、
成
年
後
見
人
、

外
国
人
の
入
管
手
続
き
・
登
録

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
相
談
員　

県
行
政
書
士
会
指
宿

　

支
部
会
員

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会

指
宿
支
部
長　

松
﨑
勲

☎
㉒
６
８
１
１

地　区　名 参加農家数 面　積 交付金額

指宿地域 新永吉地区 13人 25,999㎡ 545,979円
寺下地区 30人 51,894㎡ 887,572円

山川地域
尾下地区 30人 33,633㎡ 565,034円
谷之口田地区 47人 53,484㎡ 1,123,164円
森松地区 42人 95,169㎡ 1,280,481円

開聞地域
小俣地区 51人 67,766㎡ 1,085,164円
川釣地区 51人 51,478㎡ 411,824円
入野・物袋地区 31人 185,922㎡ 650,727円

合　　計 295人 565,345㎡ 6,549,945円

 

平
成
25
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
週
間

県
行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

　

市
で
は
、
特
産
品
の
販
路
拡
大

を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
県

内
外
や
国
外
で
開
催
さ
れ
る
商
談

会
や
物
産
展
な
ど
に
参
加
す
る
際

の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

■
対
象
事
業

国
や
県
、
公
益
法
人
、
公
的
機

関
な
ど
が
主
催
や
共
催
、
後
援

す
る
商
談
会
や
物
産
展
、
見
本

市
な
ど

■
対
象
経
費

出
展
料
、
会
場
借
上
料
、
旅
費
、

運
搬
費
、
通
訳
費
な
ど

■
補
助
額

○
県
内　

３
日
以
上
連
続
の
出
展

で
１
万
円
以
内

○
県
外　

２
日
以
上
連
続
の
出
展

で
３
万
円
以
内

○
国
外　

10
万
円
以
内

※
い
ず
れ
も
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内

■
補
助
の
回
数
︵
年
度
内
︶

　

県
内
、
県
外
、
国
外
各
１
回

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

特
産
品
の
販
路
拡
大
を

支
援
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
方
法

学
校
教
育
の
趣
旨
を
理
解
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

活
動
で
き
ま
す
。

各
校
区
の
公
民
館
主
事
な
ど
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

活
動
の
依
頼
や
調
整
な
ど
を
行

い
ま
す
。
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
校
区
公
民
館
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

い
ぶ
す
き
学
校
応
援
団
と
は

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
活

動
、
安
全
・
安
心
確
保
、
環
境

整
備
な
ど
に
つ
い
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
協
力
・
支
援
を
行

う
保
護
者
・
地
域
住
民
に
よ
る

活
動
組
織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

学
校
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、

学
校
運
営
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
の
紹
介

①
学
習
活
動
へ
の
支
援

○
音
楽
の
時
間
に
琴
の
弾
き
方
の

指
導

②
安
全
・
安
心
確
保
へ
の
支
援

○
校
門
で
の
あ
い
さ
つ
・
声
掛
け

（
見
守
り
活
動
）

③
学
校
の
環
境
整
備
へ
の
支
援

○
花
壇
の
除
草
作
業

○
遊
具
の
補
修

い
ぶ
す
き
学
校
応
援
団

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

か
つ
お
節
パ
ッ
ク
の

無
料
提
供

結
婚
披
露
宴
の
お
土
産
に

か
つ
お
節
パ
ッ
ク

がけの上端からの水平距離が
がけの高さの２倍以内

がけの下端からの水平距離が
がけの高さの２倍以内

30度を超える
2mを超える

住宅

住宅

がけ上にある場合

がけ下にある場合
対象となる「がけ」は、
高さ2m・角度30°を超えるもの

あ
な
た
の
住
ま
い
は
安
全
で
す
か

〜
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
に
補
助
〜
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日

行　

事　

な　

ど

1
㊐
山
川
み
な
と
祭
り

2
⺼
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
環
境
展（
〜
₂₇
日
）

3
㊋
エ
イ
ズ
検
査

4
⺢
指
宿
養
護
学
校
見
学
会

5
㊍
移
動
年
金
相
談

6
㊎
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル（
〜
８
日
）

7
�

8
㊐
い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ

9
⺼

10
㊋

11
⺢
動
物
愛
護
講
習
会

12
㊍

13
㊎
ふ
る
さ
と
を
興
す
学
習
大
会

教
科
書
の
展
示（
〜
₂₆
日
）

男
の一
人
前
☆
栄
養
塾

14
�
Ｉｖｅ 

Ｋ
ｉｓｓ（
指
宿
で
街
コ
ン
）

15
㊐
健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売

16
⺼

17
㊋

18
⺢

19
㊍
県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

20
㊎

21
�

22
㊐

23
⺼

24
㊋
男
の一
人
前
☆
栄
養
塾

25
⺢

26
㊍

27
㊎

28
�
山
川
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

男
の一
人
前
☆
栄
養
塾

29
㊐
池
田
湖
畔
新
永
吉
集
落
探
訪「
棚
田
」ウ
オ
ー
ク

30
⺼

　
　
　

日
︑
初
め
て
大
隅
に
行
っ

　
　
　

て
き
ま
し
た
︒
大
隅
半
島

は
︑
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
た
く
さ

ん
楽
し
め
ま
し
た
︒
大
隅
か
ら
見

る
知
林
个
島
や
開
聞
岳
︑
き
れ
い

で
し
た
よ
︒
次
は
フ
ェ
リ
ー
な
ん

き
ゅ
う
を
利
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
︒

　
　
　
　
　
　

︵
20
歳　

女
性
︶

　
　
　

隅
か
ら
望
む
開
聞
岳
と
夕

　
　
　

日
は
、
言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

次
回
行
く
と
き
は
、
フ
ェ
リ
ー
な

ん
き
ゅ
う
か
ら
の
景
色
も
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

ト
ラ
パ
ッ
ク
も
市
の
ご
み

　
　
　

収
集
所
で
回
収
し
て
も
ら

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
︒
豆
乳

を
飲
ん
で
い
る
の
で
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
す
︒

︵
42
歳　

オ
ク
ラ
ち
ゃ
ん
と
空
ま

め
君
︶

　
　
　

見
岳
に
桜
を
見
に
行
き
ま

　
　
　

し
た
︒
前
日
の
風
雨
で
葉

桜
に
な
っ
て
い
る
木
が
多
か
っ
た

で
す
が
︑
山
頂
か
ら
見
る
指
宿
の

景
色
が
と
て
も
き
れ
い
で
︑
私
は

幸
せ
な
所
で
生
活
し
て
い
る
の
だ

な
あ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

︵
54
歳　

エ
プ
ロ
ン
か
あ
ち
ゃ
ん
︶

　
　
　

月
20
日
、
平
年
よ
り
６
日

　
　
　

早
く
発
表
さ
れ
た
開
花
宣

言
。
天
気
の
い
い
日
に
は
、
市
内

の
至
る
所
で
花
見
を
楽
し
む
人
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
魚
見
岳
で

は
、
花
見
を
楽
し
む
人
や
、
満
開

の
桜
と
知
林
个
島
の
景
色
を
写
真

に
収
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
満
開
の
桜
が
、
知
林
个
島

の
美
し
さ
を
一
層
引
き
立
て
て
く

れ
ま
す
。

　
　
　

族
で
桜
を
見
に
池
田
湖
ま

　
　
　

で
行
っ
て
き
ま
し
た
︒
ち

ょ
う
ど
見
頃
で
︑
い
つ
も
よ
り
ご

飯
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
︒

外
で
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
食
べ
る

お
弁
当
っ
て
い
い
で
す
ね
︒
桜
っ

て
い
い
な
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

し
た
︒
来
年
は
魚
見
岳
か
な
︒

　
　
　

︵
25
歳　

匿
名
希
望
＊
︶

　
　
　

維
質
が
少
な
く
、
品
質
保

　
　
　

持
の
た
め
に
内
側
に
ア
ル

ミ
加
工
し
て
い
る
も
の
が
多
い
た

め
、
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
は
資
源
ご
み

と
し
て
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
燃
え

る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
再

生
資
源
は
、
引
き
続
き
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

外
か
ら
親
戚
が
帰
っ
て
く

　
　
　

る
と
必
ず
そ
う
め
ん
流
し

へ
連
れ
て
行
き
ま
す
が
︑
珍
し
い
︑

お
い
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　

︵
58
歳　

ピ
コ
︶

　
　
　

成
の
名
水
百
選
」
に
認
定

　
　
　

さ
れ
た
京
田
湧
水
を
使
っ

て
い
る
唐
船
峡
そ
う
め
ん
流
し
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
、

涼
を
求
め
て
多
く
の
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　

月
か
ら
孫
も
保
育
園
通
い

　
　
　

で
す
︒
日
々
の
出
来
事
を

孫
か
ら
聞
き
な
が
ら
︑
通
園
時
の

安
全
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
︒

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
︑

見
守
り
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
︒

　

︵
54
歳　

ヤ
ン
グ
バ
ァ
バ
ァ
︶

　
　
　

域
の
防
犯
組
合
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
行

っ
て
い
る
見
守
り
活
動
。
地
域
の

安
全
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
協
力

に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

つ
の
間
に
か
葉
桜
に
な
り

　
　
　

ま
し
た
が
︑
芝
桜
の
あ
ざ

や
か
な
色
彩
に
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
す
︒
指
宿
は
緑
の
花
の
町
︒
ま

だ
ま
だ
花
見
が
楽
し
め
ま
す
︒

︵
63
歳　

奏
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
︶

　
　
　

が
大
好
き
で
す
︒
ど
ん
な

　
　
　

草
花
に
も
癒
や
さ
れ
ま
す

し
︑
元
気
を
も
ら
い
ま
す
︒
一
人

ひ
と
り
が
一
鉢
花
を
育
て
た
ら
指

宿
が
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
な
る

で
し
ょ
う
︒

　
　
　
　
　
　

︵
65
歳　

女
性
︶

　
　
　

温
も
上
が
り
草
花
が
生
い

　
　
　

茂
っ
て
き
ま
し
た
。
池
田

湖
畔
や
ひ
ょ
う
た
ん
池
周
辺
の
道

路
沿
い
の
花
壇
な
ど
、
市
内
各
地

で
色
鮮
や
か
な
花
が
咲
い
て
い
ま

す
。
四
季
に
合
わ
せ
て
表
情
が
変

化
す
る
、
花
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

し
た
い
で
す
ね
。

家

魚

４

先テ

池田湖畔を彩る花々

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

３

大

県

い花

「
平 繊地

気

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

おかずマリネ
荒木 典子（著）
枻出版社

図書館からのお知らせ
第１回図書館講座を開催
■日時　６月22日（日）
　　　　13：30～15：00（受付13：00～）
■場所　指宿図書館２階　多目的集会室
■演題　くらしに役立つマネーセミナー
　「知ってトクするお金のはなし」～消費税８％

を生き抜く工夫～
■内容　貯蓄や年金など日々の暮らしにすぐに

役立つ『お金の知恵』を楽しくわかりやすく
学べます。

■講師　塩田耕栄 氏（鹿児島ファイナンシャル
プランナーズ代表取締役）

■参加料　無料
■定員　30人
■申込方法　電話か直接申し込んでください。

大人のための映画会を開催します
■日時　6月21日（土）　14：00～16：15
■場所　山川図書館
■内容　おくりびと（出演：本木雅弘、広末涼

子ほか）
■参加料　無料

今 月 の お す す め

大鏡
那須田　淳（著）
岩崎書店

一般図書（指宿図書館） 児童図書（山川図書館）

６
月
の
広
報
ご
よ
み

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　和風、洋風、中華、エスニックなど幅広いバリエー
ションがあり、簡単に作れ、マリネすればすぐに食べ
られるおかずマリネ。食べごたえがあり、ごはんの主
役になる一品です。おかずマリネの特徴とおいしく作
るためのポイントを紹介しています。

【内容】
　平安時代に栄華を誇った藤原道長は、どんな人だっ
たのでしょうか？大鏡という歴史物語を通して、道長
の実像に迫ります。菅原道真や陰陽師の安倍清明、若
い頃の紫式部も登場。日本の古典が楽しく読める物語
です。

休館日
えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40
おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：ひばり保育園の先生方

Let's play with An-G（指宿図書館） …13：30～14：00
鹿児島の方言をたのしむ会（指宿図書館）…13：30～15：00
講師：堀之内ミネ子氏

大人のための映画会（山川図書館） ……14：00～16：15
第１回図書館講座（指宿図書館） …………13：30～15：00
ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

月曜

火曜

14日

15日
17日

28日

13日

15日

21日

22日

６月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

南大隅町から望む開聞岳と夕日

満開の桜と知林ヶ島

曜
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広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

広い心で大きく育って
ね

坂元　滉
こう や

弥ちゃん
太陽みたいに明るく愛
される子に育ってネ

小さくとも温かな命に
幸せを感じましたあん

嶺元　陽
はる と

仁ちゃん上川路 あんちゃん
～子どもはまちの宝です～

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

今月で２歳♡ニコニコ
笑顔で過ごそうね！

幼稚園楽しいね♪お誕
生日おめでとう ♡

尾曲　華
はな

ちゃん永田琴
ことね

音・優
ゆづき

月ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

　

指
宿
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指

針
で
は
、
地
域
の
自
治
会
な
ど
を

中
核
と
し
た
「
新
た
な
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
」
を
構
築
す
る
必

要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
組
織
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い

わ
れ
、
住
民
自
治
を
進
め
る
た
め

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
形

態
の
一
つ
で
、「
近
隣
自
治
組
織
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
市
の
中
を
い
く
つ

か
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
域
内
の
各
種
団
体
な
ど
が
円
卓

に
付
く
イ
メ
ー
ジ
で
住
民
を
代
表

す
る
組
織
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
新
た
な
組
織
が

一
定
の
財
源
や
権
限
を
持
っ
て
地

域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
す
る
地
域
を
選
定
し
、
新
し

い
組
織
の
実
践
や
検
証
な
ど
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

指
宿
地
域

河
野　

紫し

き希　

二
月
田　
　

誠　
奈
津
美

竹
元　

道み
ち
た
か隆　

二
月
田　

隆　

英

千　

春

中
村　

美み

ゆ結　

二
月
田　

洋　

樹

佳　

代

福
地　

拓た
く
み海　
　

宮　
　

健　

児

都
志
恵

川
元　

心み
ら
い徠　
五
郎
个
岡　

浩　

二

み
さ
き

前
田　

陽ひ
な
た菜　

北
十
町　

行　

敏

和　

美

福
吉　

絢け
ん
と人　

弥
次
个
湯　
　

隼　
郁　

代

柿
永　
　

結ゆ
い　

柳　

田　

直　

毅

正　

代

山
下　

颯は
や
と斗　

高
野
原　

憲　

二

直　

子

嶺
元　

陽は
る
と仁

※　

湊　

中　

和　

仁

千　

波

原　
　

美み
は
る遥　

迫　

北　

幸　

一

あ
す
か

田
畑
ち
ひ
ろ　
摺
个
浜
南　

博　

規

泰　

子

坂
元　

滉こ
う
や弥

※　

中
小
路　

智　

博

里　

奈

渡
瀨　

春は
る
ま馬　

中
小
路　

貴　

俊

麻　

衣

上
川
路
あ
ん
※　

中
小
路　

隆　

介

あ
ず
さ

愛
野　

紗さ

ら良　

下　

里　

大　

海

弘　

美

詫
摩　

優ゆ
う
せ
い晴　

瀬　

崎　

純　

男

沙　

織

山
川
地
域

森
永　

咲え
み
か花　
　

春　
　

勇　

気

美　

香

小
川　

聖せ
い
ら羅　

小
川
東　

雄　

太

千　

加

開
聞
地
域

形　
　

星せ
い

※　

玉　

井　
　

大　
真　

美

迫
中　

陽は
る
な花　
　

脇　
　

誠　

一

真　

優

野
元　

琉る

い唯　

川
尻
東　

圭　

太

　

愛

市
外

大
埜　

優ゆ
う
だ
い大　

京
都
府

京
都
市　

智　

成

美　

樹

大
槻
里り

お

な
桜
奈　

滋
賀
県

近
江
八
幡
市　

章　

太

百
合
香

森
満　

希ね

ね寧　
鹿
児
島
市　

浩　

一

理　

恵

有
友　

柚ゆ
ず
き貴　

兵
庫
県

神
戸
市　

俊　

祐

留　

美

石
口　

智と
も
き稀　
神
奈
川
県

相
模
原
市　
　

徹　
梨　

乃

山　

王　

シ
ヅ
エ　

98　
摺
个
浜
北

德　

田　

ナ
ツ
ヱ　

99　

下　

門

西
川
路　

秀　

子　

82　

中　

川

井　

上　

嘉　

信　

76　

片
野
田

山
川
地
域

和　

田　

ト　

ヨ　

97　

上　

出

室　

屋　

澄　

子　

89　

天
神
下

有　

馬　

正　

也　

67　

今　

村

内　

　

ノ　

ブ　

90　

中　

村

谷　

迫　

義　

雄　

80　

井
手
上

中　

里　

ア
ヤ
子　

91　
町
５
区
東

内　

薗　

茂　

男　

77　
町
１
区
西

濱　

田　

ユ
キ
エ　

87　

野　

道

西　
　
　
　
　

透　

82　

谷
村
下

馬　

場　

サ
チ
子　

83　

清　

水

前　

村　

ハ
ツ
エ　

94　

平　

原

田
之
上　

イ
ク
ヨ　

62　

西　

村

福　

留　

ウ
キ
エ　

86　

小
川
西

今　

村　

シ
ヅ
カ　

95　
東（
福
元
）

西　
　
　

麗　

子　

82　
町
５
区
西

鮫　

島　

孝　

洋　

41　
町
５
区
東

開
聞
地
域

上　

野　

ア
サ
ヱ　

90　

鎮　

守

西　

村　

正　

隆　

67　

東
開
聞

大　

迫　

キ
ミ
ヱ　

91　

西
開
聞

濵　

田　

ミ
チ
子　

87　

蛭　

子

鶴　

澤　

高　

志　

72　

西
開
聞

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

○
匿
名

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

４
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

松　

永　
　
　

勇　

91　

二
月
田

近　

道　

秋　

義　

83　

中　

浜

水　

迫　
　
　

寛　

88　

水　

迫

岸　

下　

鐡　

夫　

73　

浜　

西

山　

下　

ア　

サ　

96　

鳥　

山

山　

下　

イ　

サ　

83　
摺
个
浜
中

亀
之
園　

　

子　

80　

下　

里

向　

吉　

ユ
キ
ノ　

98　

向　

吉

中　

村　

林　

造　

85　

潟　

山

下
西
ノ
園　

キ　

ソ　

88　

迫　

南

湯
之
上　

正　

則　

91　

木
之
下

新
川
床　

武　

治　

83　

垂　

門

山　

元　

甚　

造　

82　

潟　

口

尾　

辻　

成　

則　

82　

温　

湯

迫　

田　
　
　

吏　

72　

永　

吉

福　

永　

政　

子　

76　

外
城
市

渡　

瀨　

正　

英　

88　

湊　

上

宮
屋
敷　

ス
ミ
エ　

95　
　

宮

相　

良　

克　

郎　

80　

小　

田

吉　

﨑　

ミ
ツ
エ　

83　

南
十
町

中　

村　

義　

明　

73　

柳　

田

三
反
園　

芳　

夫　

89　

北
十
町

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

【下里】【鹿児島市】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

３人とも仲良く元気で育ってね♡

東　隆
りゅうせい

成・花
か ほ

帆・快
かいせい

青ちゃん

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

モ
デ
ル
事
業

新
た
な
組
織
の
必
要
性

【迫北】

今のしくみ今のしくみ
それぞれに活動

事業所学校

自治会
それぞれに活動

PTA

NPO
各種団体防犯組合

民生委員

目指すしくみ目指すしくみ
事業所

学校

自治会

PTA

NPO 各種団体防犯組合

民生委員

新たな組織

我が家のスター☆元気
で優しい子に育ってね

　形　星
せい

ちゃん
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿市歯科医師会　永尾　京子

Doctor

歯ぎしりについて

　

歯
ぎ
し
り
に
伴
う
主
な
症
状
と
し

て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
詰
め
物
が
外
れ
や
す
い

・
朝
起
き
た
と
き
、
顎
が
痛
か
っ
た

り
、
体
が
だ
る
か
っ
た
り
す
る

・
歯
が
し
み
る

・
虫
歯
の
無
い
歯
が
か
け
る

・
頬
の
内
面
や
舌
の
側
面
に
歯
の
痕

が
付
い
て
い
る

　

歯
ぎ
し
り
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
出

て
き
ま
す
。

　

歯
に
対
し
て
は
、
歯
が
す
り
減
る
、

歯
の
根
元
に
く
さ
び
状
の
く
ぼ
み
が

で
き
る
、
知
覚
過
敏
を
引
き
起
こ
す
、

歯
に
ヒ
ビ
が
入
り
、
最
悪
、
歯
が
割

れ
て
抜
歯
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
の
周
り
の
組
織
（
歯
周

組
織
）
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。

歯
周
組
織
は
垂
直
的
な
力
に
は
抵
抗

性
が
あ
り
ま
す
が
、
横
か
ら
の
力
に

は
比
較
的
弱
い
た
め
、
歯
ぎ
し
り
に

よ
る
横
か
ら
の
力
を
長
期
間
受
け
る

と
、
歯
周
病
を
発
症
し
、
悪
化
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
顎
関
節
へ
の
負

担
も
大
き
く
、
口
が
開
け
に
く
い
、

顎
関
節
周
囲
の
筋
肉
に
痛
み
が
出
る

な
ど
の
症
状
が
現
れ
、「
顎
関
節
症
」

の
原
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

歯
科
的
な
症
状
以
外
に
も
、
頭
痛
や

肩
こ
り
の
他
に
睡
眠
障
害
に
つ
な
が

る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歯
ぎ
し
り
は
、
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。
正
確
な
原
因
は
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
番
に
考

　

歯
ぎ
し
り
は
専
門
的
に
は
「
ブ
ラ

キ
シ
ム
」
と
呼
ば
れ
、
三
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
グ
ラ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

歯
を
こ
す
り
合
わ
せ
、「
ギ
リ
ギ
リ
」

と
音
を
鳴
ら
し
ま
す
。
通
常
こ
の

タ
イ
プ
が
歯
ぎ
し
り
と
呼
ば
れ
ま

す
。

②
ク
レ
ン
チ
ン
グ

上
下
の
歯
を
か
み
し
め
、
食
い
縛

る
タ
イ
プ
で
す
。
家
族
も
気
付
き

に
く
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

③
タ
ッ
ピ
ン
グ

上
下
の
歯
を
ぶ
つ
け
「
カ
チ
カ
チ
」

と
音
を
鳴
ら
す
タ
イ
プ
で
す
。

　

一
般
的
に
は
①
と
②
の
タ
イ
プ
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
歯
ぎ
し

り
は
睡
眠
中
に
行
わ
れ
る
の
で
、
自

覚
症
状
が
な
く
、
本
人
は
な
か
な
か

気
付
か
な
い
事
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

歯
ぎ
し
り
の
際
に
出
る
力
は
、
日

中
強
く
か
む
時
の
十
数
倍
に
達
す
る

と
い
わ
れ
、
歯
や
顎
に
大
き
な
負
担

が
掛
か
り
ま
す
。

え
ら
れ
る
の
が
ス
ト
レ
ス
で
す
。
就

寝
中
に
歯
ぎ
し
り
を
す
る
こ
と
に
よ

り
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
み
合
わ

せ
の
悪
さ
も
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
ま

す
。
治
療
途
中
で
の
放
置
や
、
歯
並

び
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
に
、

遺
伝
的
な
要
因
や
飲
酒
、
喫
煙
も
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
複
合
的

に
組
み
合
わ
さ
っ
て
歯
ぎ
し
り
が
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
最

近
で
は
、
逆
流
性
食
道
炎
も
歯
ぎ
し

り
を
誘
発
し
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

歯
ぎ
し
り
は
完
全
に
治
す
こ
と
は

難
し
く
、
症
状
を
軽
減
す
る
対
症
療

法
が
主
と
な
り
ま
す
。
一
般
的
な
治

療
は
、
ナ
イ
ト
ガ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る

樹
脂
で
で
き
た
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装

着
し
ま
す
。
就
寝
時
に
ナ
イ
ト
ガ
ー

ド
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯
に

掛
か
る
圧
力
を
分
散
し
た
り
顎
関
節

へ
の
負
担
を
軽
減
し
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
装
着
し
て
い
る
安
心
感
か

ら
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
役
目
も
あ

り
ま
す
。

　

自
分
で
で
き
る
対
応
と
し
て
、
就

寝
前
に
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
入
る
、

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
、
顎
や
頬

を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
の
も
効
果

的
で
す
。
枕
は
低
め
に
し
て
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
睡
眠
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

歯
ぎ
し
り
の
放
置
は
健
康
を
お
び

や
か
す
危
険
な
問
題
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
心
配
な
人
は
、
一
度
近
く
の

歯
科
医
院
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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